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はじめに

　障害者職業総合センター職業センターでは、平成 1６年度に開催した有
識者検討会議の検討に基づき、平成 1７年度は、知的障害を伴わない発達
障害者（知的障害を伴わない自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注
意欠陥多動性障害）の方々に対象者を特化した「発達障害者のワークシス
テム・サポートプログラム」の構築に取組んでまいりました。本書は、当
プログラムの今年度の内容及び実践を報告するものです。
　知的障害を伴わない発達障害者の方々に対する就労支援は、必ずしも十
分とは言えない状況にあり、特に成人になって発達障害の診断がなされた
者に対する支援の充実が求められています。知的障害を伴わない発達障害
者の方々は、一見、障害がわかりにくい場合も多く、就労支援関係者がと
まどう場面も少なくありません。本書が、それらの方々を支援する多くの
関係者の一助となれば幸いです。
　あわせて、前カンザス大学教育学部の萩原拓氏から「アスペルガー症候
群のアセスメントについて」というテーマで寄稿いただいています。カン
ザス大学において、萩原氏はマイルズ教授（Brenda Smith Myles）とと
もに、アスペルガー症候群のある方々への先駆的な支援、また教員として
長年人材育成等に携わられてきました。是非参考としていただきたいと思
います。
　また、当事者の声として、当プログラムを受けられた宮本新一郎さん（仮
名）にも執筆いただきました。障害を抱える対象者の方々の内面の理解や、
今後の支援の一助としていただければ幸いです。

平成 18 年３月
　　　　　　　　　　　　　独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構

　                         障害者職業総合センター職業センター長
佐藤　修一
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第１章　ワークシステム・サポートプログラムの
概要について

1 　プログラム開発の経緯について

　平成 17 年 4 月の発達障害者支援法の施行に伴い、発達障害者の方々に
対する就労支援をより一層充実させることが求められています。
　平成 16 年 10 月から障害者職業総合センター職業センターでは、有識者
検討会議及びワーキンググループを開催し、①発達障害者の方々の職業に
関する支援のあり方、②当センターにおいて開発すべき支援プログラム、
及び③発達障害を理解するための支援者向けガイドブックの作成について
検討を行いました。
　会議では、発達障害者の方々が円滑に職業生活へ移行していくために
は、①就職前の個別的なアセスメント、及び②職場への適応時の本人及び
事業所に対する支援が必要であることが示されました。また、職業セン
ターにおいて開発するプログラムの対象者は、既存の支援プログラムとの関
係を整理する
中で、①知的
障害を伴わな
い自閉症、②
アスペルガー
症候群、③学
習障害、④注
意欠陥多動性
障害を有する
方々が適当で
あるとされま
した。　　

例；知的障害を伴わない自閉症やア
スペルガー症候群、学習障害、注意
欠陥多動性障害に対する職リハ・プ
ログラム

例；知的障害を有する方に
対する職リハ・プログラム
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　さらに、開発に当たっては、関係機関との連携関係の構築とともに、事
業所の環境調整や対象者の支援を充実させる方策についても検討を行うこ
とが適当であるとされました。
　なお、発達障害に関する理解を深め、各関係機関の関係者が共通の認識
の下で業務を進めることができるよう、平成 17 年 3 月に発達障害を理解
するための支援者向けガイドブックとして、実践報告書No.14「発達障害
を理解するために～支援者のためのQ＆A」を発行し、関係機関に配布
しました。

＜発達障害を理解するために～支援者のためのQ&A＞
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２　プログラム構築の取組み

　知的障害を伴わない発達障害者の方々は、専門学校や大学等を卒業して
も、適切な職を得ることや、円滑に職業生活を維持することが困難な場合
が少なくありません。このような状況を改善するためには、障害特性に対
応した支援技法を用いて、個々の知的障害を伴わない発達障害者の方々や
企業、家族に対して支援を行っていくことが不可欠です。
  このため、有識者検討会議報告に基づき、平成 17 年 4 月から障害者職
業総合センター職業センターでは、知的障害を伴わない発達障害者の方々
（知的障害を伴わない自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥
多動性障害）に特化した「ワークシステム・サポートプログラム」構築の
取組みを始めました。
　ワークシステム・サポートプログラムを構築するに当たっては、文化的
背景を考慮に入れつつも、効果が確認された技法を組み入れて実施すべき
と考え、アスペルガー症候群等特殊教育分野で全米トップにランクされて
いるカンザス大学教育学部や英国自閉症協会等を訪問し、技法に関する情
報収集を行うとともに、具体的なプログラムのあり方について意見交換を
行いました。また、国内においても各種セミナー等に参加し、必要な情報
を収集しました。
  この、ワークシステム・サポートプログラムは、①対象者へのスキル付
与等の支援をしながら、②環境調整や個々の状況に応じた支援方法を整理
するためのアセスメントをするプログラムとなっています。
　プログラムで行われるアセスメントに関しては、発達障害者の方々の状
態像を把握するだけにとどまらず、プログラムにおけるスキル付与等の支
援を通して、個々の対象者に適した具体的な支援の方法を見出し、環境の
調整の仕方を含めた支援方法を見出すこととしており、このプログラム終
了後、ジョブコーチをはじめとする就労支援に際して、具体的に生かせる
ものとなるよう心がけています。
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３　プログラムの概観

　プログラムの期間は、ウォーミングアップ・アセスメント期（8週間）
及び職務適応実践支援期（5週間）の計 13 週間です。

ウォーミングアップ・アセスメント期
【８週間程度】

職務適応実践支援期
【５週間程度】

ア
セ
ス
メ
ン
ト

①支援をしながら、環境との関係を含め、       

対象者の状態像の把握

②対象者個々の状況に応じた支援方法の

　仮説作り

①ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ・ｱｾｽﾒﾝﾄ期で作成した

　支援仮説の検証

②職場適応支援等の就労支援を想定した

　個別状況に応じた支援方法の整理

ス
キ
ル
付
与
等
支
援

①就労セミナー
　　　　　・問題解決技能ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
　　　　　・職場対人技能ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
　　　　　・ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝ技能ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
　　　　　・作業手順書等ﾏﾆｭｱﾙ作成技能
　　　　　　ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 
②作業

　　　　　・作業手順書に従った作業

　　　　　・指示⇒作業準備･予定・計画

　　　　　　⇒作業遂行⇒確認⇒報告　等

③個別相談
　　　　　・相談／ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ
　　　　　・必要に応じて各種検査・ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

①就労セミナー
　　・実際の職場を想定した練習場面
　　・ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟ･ｱｾｽﾒﾝﾄ期の各技能を
　　　組合せて実施

②作業
対象者の状況に応じた作業を実施

　　・事務・OA・実務作業
　　・ｼﾞｮﾌﾞｼｬﾄﾞｰｲﾝｸﾞ
　　・職場実習等
③個別相談

各種技法、療法、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用した相談、
個別スキル付与　等

④必要に応じて個別ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施

図１　プログラムの概要

（１）ウォーミングアップ・アセスメント期における支援

　ウォーミングアップ・アセスメント期では、対象者の状態像を把握し
ます。
　アセスメントとして、家族や本人へのインタビュー、観察等を通して、
個々の学習スタイルや感覚過敏性等状況の把握を行い、環境との相互作
用を含めて整理し、支援方法の仮説を策定します。
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　スキル付与等の支援については、ウォーミングアップ・アセスメント期
には、「就労セミナー」を集団講義･演習形式で実施し、①問題解決技能
(Problem Solving Skills Training）､ ②職場対人技能（Job - Related Skills 
Training）､ ③リラクゼーション技能 (Relaxation Skills Training）、④作業
手順書等マニュアル作成技能（Manual Making Skills Training）、につい
てスキル付与等を行います。
　これらの就労セミナーで付与していくスキルは、例えば、知的障害を伴
わない自閉症、アスペルガー症候群の対象者においては、障害特性を考慮
した、社会性やコミュニケーション、想像力に関するトレーニングになっ
ています。

 　

コミュニケーション
職場でのコミュニケーションの基礎的スキル

社会性
対人行動、身だしなみ等基礎的スキル

想像力
不安や混乱となりうる事項への対処スキル

問題解決技能

リラクゼーション技能

職場対人技能

作業手順書等
マニュアル作成技能

図２　障害特性と付与スキル
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　この「就労セミナー」では、職業生活を維持するための基本的な技能の
フレームワークや概念を付与しつつ、集団間でのやりとりの様子等のアセ
スメントも併せて行っていきます。

　｢作業 ｣では、実際に各種作業を行いながら、例えば、作業手順書を使っ
た作業の理解や、「指示⇒作業計画（PLAN）⇒作業遂行（DO）⇒結果
の確認（SEE）⇒指示者への報告」というフレームワーク等作業に関す
る基本的な事項について理解を促します。また、作業場面では、作業に関
する基本的な知識を、実際に作業を実施しながら付与するとともに、作業
に係るアセスメントも併せて行います。

　「個別相談」では、就労や対人的な悩み、プログラム等について相談し、
対象者と一緒になって対処方法を探っていくとともに、対象者の思考や認
知、感情、感覚鋭敏・鈍磨性等のアセスメントを併せて行っていきます。
また、必要に応じて、各種検査やチェックリストによるアセスメントも行
います。
　これらの「就労セミナー ｣、「作業」、｢個別相談 ｣におけるスキル付与
等支援を通して、対象者の状態像を把握し、対象者に応じた支援方法の仮
説を立てていきます。  

　（２）職務適応実践支援期における支援
　後半の職務適応実践支援期では、アセスメントとして支援方法の仮説の
検証を行い、効果の有無を確かめ、環境調整を含め個々の対象者に応じた
具体的な支援方法を整理します。対象者の状況に応じた実際の職場に近づ
けた作業環境で支援を行い、ジョブコーチ等支援を念頭に、個々の対象者
の状況に合わせた支援の方法及びポイントについて整理していきます。
　また、スキル付与等支援については、まず ｢就労セミナー」で職場を想
定した練習場面を設定し、ウォーミングアップ・アセスメント期で行った
各種技能を組合せて実施するとともに、そこで作成した支援仮説に基づき、
必要な環境調整及び支援方法を個別状況に応じて整理していきます。
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　「作業」では、対象者の状況に応じた作業を選び、例えば、事務・ＯＡ・
実務課題を行ったり、ジョブシャドーイング（P110）や職場実習を行う
中で、環境調整を含めた支援の方法とその効果を確かめていきます。
　「個別相談」では、職業上の課題について、各種療法、技法を使用して
介入を行い、効果の有無を確かめていきます。
　これらのプログラムの実施に当たっては、対象者個々の特性に応じて、
例えば、図表や絵等を用い、物事をわかりやすく、論理的・具体的・段階
的に進めていきます。本人との共同作業を大切にするとともに、本人の自
尊感情についても配慮しつつ実施します。

４　プログラムの実施結果の共有

　プログラムの実施結果については、後半に連絡会議を開催し、対象者の
家族、地域障害者職業センター、発達障害者支援センター等に対して、本
人の意向も踏まえた上で、状況や支援方法について周知を図っています。
　次ページの表は、障害者職業総合センター職業センターの実施結果をも
とに、地域障害者職業センターが支援のポイントを整理し職場実習を実施
した際に、支援者と事業主の担当者との間で情報共有されたものです。
　なお、当プログラムの実施結果は、あくまでもプログラムの中で見出さ
れた事柄であって、引続き、対象者や環境の状況に応じた把握をしていく
必要があることは言うまでもありません。
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●　プログラムの結果を踏まえ、地域障害者職業センターが作成した資料

＜このように接してください＞
○普通の会話は出来ます。

○聞くより見る方が得意です。絵・図を使うとわかりやすいです。

○柔軟に物事を考えることが苦手です。ちょっとズレを感じたときは、わかりやすく説明をし

　て、修正してあげて下さい。

＜できれば避けたいこと＞

【こういう状況は本人はつらい】
○先の見通しが立っていないとき

○感情的に叱られたとき

【このように対処してください】
○スケジュールを明確にしてください。（その日・その週など）

○突発的・臨機応変な対応はできるだけなくしてください。

＜困ったとき＞

【悩むとき】
○悩みがあると眠れず翌日の作業に悪影響が出たり、欠勤になる場合があります。

○体調不良の時に出勤すると…（外見上はあまり変化ありません）

　・吐き気、胃腸のもたれ、頭痛、視線が泳ぐ、口がぼんやり開く等

　※無理のない作業をしながら、徐々に回復していくこともあります。

【このように対応してください】
○調子を崩す時は物事の悪いところが頭の中を占めがちになります。

○そういう時はいいところを指摘してあげれば、「そうでした、そういうこともありますよね」

　と自分で考えを修正して持ち直すことができます。

※ポイントは「否定的」ではなく「肯定的」な語りかけです。

 （例）×「□□はいけません」→○「△△して下さい」
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＜仕事のとき＞

【指示の出し方】
○　　事前に（５W１H）での明確な指示を出して下さい。

○　　程度や基準などについて明確な指示を出して下さい。

○　　手順書を使って視覚的に指示を出すとわかりやすいです。

○　　周囲が騒がしく、遠くで指示を出されると気付かないことがあります。近くで、注意を

　　　向けてから指示を出して下さい。

○　　指導者が常に近くで観察しているとプレッシャーを感じることもあります。作業が可能

　　　になったら、ある程度任せてみてください。

【スケジュールの方法】
○　　急な予定変更やその日に何の作業があるかわからないことは苦手です。

○　　1日・1週間・1ヶ月のスケジュールは自分で立てることができます。

○　　慣れるまで、きちんとスケジューリングができているか確認して下さい。

※予定の変更にも素直に従えます。しかし、苦手なことですのでできるだけ避けて下さい。

【作業の実施】
○　　作業は丁寧かつ正確に行えます。

○　　突発的対応がある作業、細かい指先の作業、ハイスピードの作業は苦手です。

○　　仕事中に顔の火照りが生じることがあります。濡れタオルで顔を拭くことで解決できま

　　　す。その他、体の不調等について訴えることができます。

【結果の確認】
○　　仕事の結果確認はできます。

○　　ミスが生じた場合、ある程度自分で対策を考えることができます。

　　　対応策については、必要に応じて助言をして下さい。

【報告の方法】
○　　自分から報告できます。

○　　できていることは誉めて下さい。意欲が高まります。

○　　できていないことは、冷静に明確な指示を出して下さい。

○　　叱ることは効果がありません。
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５　対象者の概要

　対象者は、発達障害者支援センターからの推薦者も含み、地域障害者職
業センターから申請のあった８名でした。障害内訳は、アスペルガー症候
群と診断された方が４名と、高機能自閉症と診断された方が 1名、広汎性
発達障害、高機能広汎性発達障害と診断された方が各１名、口頭では自閉
症気味と伝えられているが未診断の方が１名で、年齢は 20 ～ 30 歳でした。
　受講された方は、職場の対人関係でうまくいかなかったり、30 社以上
離転職を繰り返していたりする方や、些細な出来事がきっかけで過去の苦
い経験に関する記憶を呼び起こし現状の自分を責め体調を崩してしまった
り、不眠やパニックがあったりする等、様々な課題を抱えつつも、いずれ
も就労を目指している方々でした。

診断名 アスペルガー アスペルガー アスペルガー アスペルガー 高機能自閉症 広汎性発達
障害

高機能広汎性
発達障害 未診断

年　 齢 26 20 23 27 22 23 25 30

手   帳 精神保健福祉
手帳３級

精神保健福祉
手帳 3級

精神保健福祉
手帳 3級

学   歴 短大卒 高校卒業後専
門学校中退 大学卒 高校卒業後専

門学校中退 短大卒 大学卒 大学卒 大学院卒

表１　対象者の概要
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コラム１

「アスペルガー症候群のアセスメントについて」

前カンザス大学教育学部特殊教育学科　　　萩原　拓　
（※平成１８年４月より　北海道教育大学教育学部旭川校　助教授）

はじめに

　アスペルガー症候群（ＡＳ）の認知度は、教育関係者・専門家のみなら
ず、メディアによる相乗効果もあって、ここ数年飛躍的に高まってきてい
ます。世界中の各分野の研究者は、ＡＳの特徴や治療法の研究に全力をあ
げており、日々、新しい情報が発信されています。
　筆者は１４年間、アメリカの特殊教育（Special Education）の大学院教
育を受け、現地の大学勤務を通じて、ＡＳの研究、指導者養成、地域の学
校での教育支援に携わってきました。筆者が勤務しておりましたカンザス
大学教育学部特殊教育学科では、アメリカでは最初のＡＳ専攻の修士・博
士課程を約８年前に開設し、筆者もそのコースの指導員として２００６年
２月まで勤務しておりました。本稿では、筆者の経験をもとに、アメリカ
のＡＳ、ことに青年期の教育・就労支援に重要なアセスメントについて、
簡単に述べさせていただきます。アメリカは合衆国であり、教育システム
も各州、各都市、各学区で著しく異なるため（教育法の骨子は連邦で定め
られてはおりますが）、アメリカの特別支援教育として一つにくくるのは、
非常に難しく、ここでは一つのモデルとしてご理解いただければ幸いです。
　なお、現時点で私たちが入手できる情報は、ＡＳの子どもや青少年に適
切な教育支援をしていくのにはまだ不十分であり、ことに現場の教育・支
援スタッフが必要とする情報源、トレーニング機関などは、世界中でもご
く少数に限られているのが現状です。また、小・中学校の義務教育のみな
らず、高等教育・就労支援などは、専門家の方々が、試行錯誤を繰り返し
ながら、これから確立していかなければならない、大きなテーマになって
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います。　

ＡＳのアセスメント

　なぜアセスメントをするのでしょうか？ここで言うアセスメントは、連
続的なものであり、独立した観察・テストではありません。ＡＳの人々を
総合的に支援していく過程全てにおいて、アセスメントは行われているの
です。もちろん必要に応じて、または定期的に行われる個々のテストもア
セスメントの一部ととらえることもできますが、個人に適切な支援をして
いくには、支援とアセスメントは切り離して認識するべきではなく、むし
ろ、アセスメントは支援の一環と筆者は考えています。つまり、ＡＳ支援
のどの時点でも、アセスメントは行われており、連続的に行われる的確な
評価なしには、適切な個別支援は成り立たないことになります。
　ＡＳのアセスメントは、ＡＳ個人特有の学習的・行動的特徴を、支援ス
タッフがとらえていくことを可能とし、その情報を基盤に、①必要な支援
プログラムを開発し、②支援経過の観測を行い、③必要に応じた改善・変
更をします。教育的支援の研究、またリソースの不足から、ＡＳの教育支
援法は、残念ながら未だ確立されてはいません。さらに、この障害独特の
特徴、また非常に大きな個人差が、型にはまったアセスメント法の開発・
実施を困難にしています。ですから、本稿では、既存の観察法・テストを
臨機応変に利用しつつ、さらにＡＳ個人の学習特性を分析していくことで、
個別な支援計画に役立てていく方法を簡単に紹介します。
　では、適切なアセスメントをするにはどのような点が大切なのでしょう
か？ニューランド（Newland 1973）が挙げた、５つのアセスメントの必
要条件を紹介します。
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１．アセスメントを行うものが、適正な教育、技術を持っていること

　アセスメントの実施者が、ＡＳについての十分な知識を持ち、また、ア
セスメントのトレーニングを受けていることが大切です。

２．誤り（エラー）は常に存在すること

　アセスメントには様々な観察やテストが行われますが、これらによって
得られたデータが完全であることは決してありません。観察法やテストそ
のものにもエラーは存在しますし、それを行う人間の判断にもエラーがあ
ります。

３．アセスメントの計画・内容が、アセスメント対象の個人に対応してい

　　ること

　できる限り正確なデータを取り、適切な判断をするためには、アセスメ
ントを受ける個人が、テストが対象としている集団、つまり性別、人種、
民族性、生活環境、機能レベルなどに合致していることが大切です。前に
も述べましたが、ＡＳを対象とした標準テストの数は非常に限られており、
高い信頼性を持ったものは現時点では皆無と言っていいでしょう。よって、
アセスメントを計画・実行するスタッフは、特に標準テストの使用の際、
スコアやその他の結果の考察に、十分注意する必要があります。

４．データは、アセスメントの目的に沿っていること

　行動を観察するとき、データは量的・質的に検討するべきです。アセス
メントの施行者は、何を観察するかだけではなく、どう観察するかも計画
する必要があります。また、観察者が複数の場合、データの取り方を統一
することは、データの信頼性を高めるだけでなく、的確な判断にもつなが
ります。

５．現在の行動は観察から、未来の行動は推測から

　観察からは、現在の状態、さらに言えば観察をしたときの情報しか得ら
れません。他の場面では、異なった行動が観察されたかもしれないのです。
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アセスメントは基本的に観察（テスト）時のデータがもとになされます。
ですから、アセスメントで得られたデータは、必ずしも決定的なものでは
ないと認識する必要があります。

アセスメントのトレーニング

　ＡＳのアセスメントは、この障害の特徴に詳しく、またしっかりとし
た訓練を受けた専門家が施行することが望ましいのですが、アメリカで
も、ＡＳのアセスメント・支援者養成プログラムを開講している機関は非
常に少ない状況にあります。筆者の勤務しておりましたカンザス大学のほ
か、わずか数大学がこのプログラムを行っているのが現状です。しかし、
一般的なアセスメントのテクニックは、大学やその他の教育機関を通じて
学ぶことはできますし、基本的なアセスメントのテクニックは、ＡＳにか
かわらず、全てのケースに対して有効です。ＡＳのアセスメント法が現時
点で確立されていない以上、アセスメント・スタッフは、ＡＳ個人のそれ
ぞれのニーズに従って、個別にアセスメントの計画を立てることになりま
す。図１はＡＳのアセスメントを学ぶプロセスを表したものです（萩原、
Cook、Simpson、2006）。
　まず、スタッフは、ＡＳについて理解していることが前提になります。
ＡＳについての知識なしには、個別のアセスメント計画を立てることは不
可能になります。たとえば、ＡＳのコミュニケーションの特性を知らない
場合、いくら観察を重ねて多くのデータを取っても、ＡＳ個人のコミュニ
ケーションを正しく理解し、個人にあった支援法を計画していくことはで
きません。ですから、アセスメント・スタッフはできる限り多くのＡＳの
人々と接した経験があることが大切になります。
　次に必要なのは、アセスメントの知識です。基本的には、アセスメント
の計画法、標準・非標準テストの知識、観察のテクニック、データの分析、
問題解決スキルなどです。
　ちなみに、データ処理・分析については、高度な統計学的知識は必要で
はありませんが、アセスメントの結果を正しく理解するために必要な最小
限の知識はやはり必要です。たとえば、標準テストには、標準得点が使わ
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れますが、標準偏差の知識なしには、このスコアを正しく理解することは
できず、このテストの施行自体、意味をあまり持たなくなります。
　もちろん、知識だけではアセスメントはできません。ＡＳ支援に役立つ
アセスメントには、多くの練習と同僚、先輩、指導者、その他の専門家か
らの意見などからの、フィードバックを必要とします。ですから、アセス
メントの初心者は、単独で施行したりせずに、経験者と一緒に行うことが
理想的です。また、しっかりとした指導者のスーパーバイズがアセスメン
ト初心者には必要になります。練習は、アセスメントの技術を高めるだけ
でなく、テスト・観察や判断における自信をつける効果もあります。

知識 

ＡＳ アセスメント データ処理･分析 

練習 

アセスメント能力の向上 

図１　ASのアセスメントを学ぶプロセス
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アセスメントのプロセス

　図２は、ＡＳのアセスメントの流れを表したものです。この図にあるよ
うに、アセスメントは支援から独立したプロセスではありません。むしろ、
ＡＳ支援の流れの一環として、連続するものといえます。つまり、アセス
メントは、ＡＳ支援の計画・実行・支援効果のモニタリングなどに、直接
つながっており、個別支援の調整役となるものなのです。繰り返しますが、
ＡＳのアセスメントのプロセスは特に決まっていません。現時点で得られ
るテストや観察法を、柔軟かつ創造的に組み合わせて使うことが、唯一の
手段です。
　包括的なアセスメントは、標準・非標準テストの両方を活用するのがよ
いでしょう。また、ＡＳの支援法を変えたり、新しい環境に移行する場合（進
学等）には、アセスメントを連続的に行うことも必要になります。ＡＳの
アセスメントは、おもに次のような分野で行われます。

1.　認知
2.　コミュニケーション・言語
3.　一般教科
4.　発達・適応行動
5.　行動・情動
6.　社会性
7.　感覚

　以上のような多岐の分野にわたる総合的なアセスメントには、単独の専
門家によるアセスメントではなく、それぞれの分野に詳しい専門家同士が
アセスメント・チームをつくり、他の支援機関のスタッフ、家庭と協力し
てアセスメントの計画・実施・総合的判断・支援法の検討などをしていき
ます。また、一つの問題が色々な分野と関係していることも、ＡＳの場合
稀ではありません。たとえば、ある種の仕事がどうしてもできない場合、
本人のスキルのレベルの問題もありますが、もしかしたら、感覚的な問題
も影響しているかもしれないのです。
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家庭や他の専門家との協力   

アセスメント計画   

支援計画   

支援のモニター   

長期目標と支援法の   
提案   

できるもの・問題の割 
り出し 

  

標準テスト   

非標準テスト   

支援   

毎日の目標   短期目標 

週間支援計画   

 

 

認知   
  
  

コミュニケーション・言語  
  
  

一般教科   
  
  

発達・適応行動   
  
  

行動・情動   
  
  

社会性   
  
  

感覚   

分野   

図２　ＡＳのアセスメントの流れ



18

このような場合、一面的なアセスメントでは、問題の原因解明にはつなが
らず同時に適切な支援法も確立し得ません。
　家庭との協力も、ＡＳのアセスメントには欠かすことはできません。Ａ
Ｓの支援は、長期にわたる場合が少なくありません。一つの学んだスキル
を般化するために、様々な環境や機会を設定しなければならず、とぎれる
ことのない連続した支援を、家庭と学校または職場環境で行っていきます。
つまり、様々な過程における支援効果の観測とアセスメントが、必要になっ
てくるのです。
　青年期におけるＡＳのアセスメントで留意すべきことは、学校・職場環
境においてＡＳ個人のできること、苦手なものを発見することです。アセ
スメントの手順は次なようなものが考えられます。

１．複数の専門家が連携し、ＡＳ個人が抱える問題・ニー

ズに対して、回答が得られるような標準・非標準テス

トを選択し、アセスメントの計画を立てる

２.　標準・非標準テストを通じて、データを集める

３.　個人のできること・苦手なものや問題を、簡単な事例

とともにリストにする

４.　総合的なアセスメントの結果を各分野ごと（学習、言語、

行動、社会性など）にレポートにまとめる。連携した

複数の専門家全員（教師、支援スタッフ、保護者を含む）

が理解しやすいよう、専門用語はなるべく避け、やむ

を得ず使用する場合はそれについての簡単な説明を加

える

５.　アセスメント結果に基づいた、支援法をリストしてい

く。基本的に、苦手なものを対象とした支援法を提案

するとともに、得意なものを伸ばしていくことによっ

て、苦手なものを補っていくケースも同時に考慮する

６.　アセスメント結果を、他の専門家、支援スタッフ、家

族に報告する
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　図３はひとつのアセスメントのモデルをまとめています。効果的なアセ
スメントは、テストの結果をまとめるだけにとどまらず、その結果に基づ
いた支援法を同時に提案していくことが大切になります。どの支援法が、
個人の特徴や環境に合っているかは、実際にやってみなければ分からない
面もありますし、また、それを実行する教師や支援スタッフにも、やりや
すいものとそうでないものがありますから、支援法は、なるべくなら複数
設定し、状況に応じて調整がきくものがよいと思います。

 

 

  

データ収集 
  

データのまとめ・説明   

得意なもの・不得意なもの 
の割り出し 

�  

総合的見解 
  

支援法のリスト 
  

アセスメントの結果・見解を 
現場に伝える 

  

 
  簡潔明快なリスト 

  

・ 標準テスト 
・ 非標準テスト 
・ インタビュー 

・ 観察  

 
  

記述データ 
   

  
表 
   

  
グラフ 

  

 
  

できるもの・問題点にマッ 
チさせる 

  

 
  テスト・観察の結果、その 

他のデータを統合 
    

 
  アセスメントレポートの準備 

   
  結果報告のミーティング 

  

アセスメントの 流れ 
  
 

図３　ひとつのアセスメントモデル
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学習特性のアセスメント

　ＡＳのアセスメントでは、既存のテストを臨機応変に組み合わせていく
ことは前に述べました。しかし、ＡＳの個人差はあまりにも大きく、それ
らのテストだけでアセスメントを施行し、支援法を考えていくことはとて
も難しいと思われます。したがって、自由な観察を多く取り入れた非標
準テストをアセスメントの計画に入れておくことは、個別の支援計画を立
てる上で非常に役に立ちます。非標準テストには、色々な方法があり、出
版されているものから、アセスメントの施行者が独自に作成するものもあ
ります。ここでは、後者の方法、ＡＳの特徴を分析する上で役に立つ学習
特性（Learning Traits）を分析する方法を、簡単に紹介します。これは、
一般のテストからだけでは得られない、個人の特徴を細かく観察・分析し
ていく方法で、特に決まった形式はありません。個人の特性やニーズに応
じて行えるという柔軟性も、この方法の特徴です。
　性格と同様に、だれにも固有の学習特性があります。これは、外的・内
的双方の要因に大きく影響されます。外的要因には、環境・歴史・自然の
変化等が含まれ、内的要因には、個人の嗜好・反応のパターン・その他の
身体的、心理的特徴などがあります。多くのＡＳの人々は、とてもユニー
クな学習特性を持っており、ある分野では、非常に役に立つこともありま
すが、多くの場合一般の学習・職場環境では特異なものであり、ＡＳ個人
が問題を抱える原因となります。ですから、学習特性のアセスメントをす
ることは、個別の支援をしていく上で、非常に有効なものであるといえま
す。
　学習特性のアセスメントは、通常、直接の観察と記述データをもとに行
われます。マイルズら（Brenda Smith Myles 1989）によれば、このアセ
スメントは、①学習スタイル、②行動パターン、③問題解決能力、④環境
的影響、⑤行動・感情の統制の５つの分野に分かれます。
　学習スタイルでは、以下のような点で、個人がどのようにして情報を処
理していくのかを分析します。
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1.　順序立てて学習するタイプか、または一度に学習するタイプか
2.　刺激の好み。つまり、視覚刺激、聴覚刺激など。
3.　注意の範囲。一点に集中するか、または全体を見るか。
4.　記憶のパターン。長期・短期記憶。機械的記憶、または意味を
　  付加した記憶
5.　情報処理速度
6.　教えられ方の好み
7.　仕事中のくせ
8.　学習したことを般化する能力

　行動パターンは、ＡＳの学習特性を知る上で、無視することのできない
ものです。ＡＳ個人の持つ、行動または社会的スキルのパターンは千差万
別であり、アセスメント・スタッフは、注意深く観察することが重要です。
個人の抱えている問題の行動的要因を絞り込むことは、学習特性のアセス
メントで最も大切なことです。
　ＡＳの中でも、様々な場面で臨機応変に対応できる問題解決スキルを
持った人もいますし、たった一つの問題解決法を、それが有効かどうかに
かかわらず、全ての場面に使ってしまう人もいます。ですから、問題解決
能力を調べることは、支援法を決定し、多くの有効な問題解決スキルを教
えていく必要性を判断する上で、重要な情報を与えてくれます。
　環境的影響のアセスメントは、学習的・社会的状況における個人のニー
ズに注目します。例えば、決まったスケジュールと、突然の予定変更に対
する反応などです。多くのＡＳの人々は個人独特の日常スケジュールに
従って生活をしています。しかし、一般の学校・職場環境では、突然のス
ケジュール変更は日常茶飯事であり、それがＡＳ個人のパニックや、問題
行動の原因となることも稀ではありません。したがって、このアセスメン
トは、個人が日常の様々な出来事に柔軟に対応できるよう支援法を計画す
る上でも重要です。
　ＡＳの人は、行動や感情をコントロールすることが困難なことが多いと
言われています。例えば、どんなに理想的な環境でも、自分は今自信を持っ
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ているか、少しイライラしているか、またはとても不安になっているのか
を認識し、他人に自分の状態を伝えるのが難しいのです。個人の学習的・
社会的な機能に、負担をかけるようなストレスが伴うと、この状態はさら
に悪化します。
　以上のように、学習特性のアセスメントは、ＡＳの支援において、重要
な役割を果たします。アセスメントを行う者や支援スタッフは、個人の現
在の学習特性を特定また分析し、学校や職場の環境で十分機能していける
ような学習法や、問題解決スキルを教えていくとよいでしょう。このアセ
スメントは、もちろん一人でもできますが、ＡＳの多分野にわたる特性を
考えると、やはり、それぞれの分野に詳しい専門家がチームを組んで行う
方がより効果があります。また、学習特性のアセスメントは、他のテスト
と独立したものではありません。アセスメントで収集したあらゆる情報は、
全てこの学習特性の分析に役立ちます。例えば、しっかりと手順が決まっ
ている標準テストからも、テスト中の行動・態度・回答のパターンなど、
学習特性を知る手がかりはいくらでも得られます。ですから、全ての観察・
テスト結果を総合すれば、より多くのデータからの分析が可能になり、分
析の信頼性も向上します。

最後に

　ＡＳのアセスメントは、専門的にもまだ初期の段階であり、世界中の研
究者、専門家、現場のスタッフが試行錯誤しているのが現状です。さらに
ＡＳの特徴について明らかになってきていますが、確定するにはまだ時間
がかかるでしょう。しかし、学校や職場環境を整えるために、一人でも多
くのＡＳの人々が適切なアセスメント・支援を受けることは急務であるに
も拘わらず、現場の支援スタッフはノウハウがないため、困難を抱えてい
らっしゃることと思います。アメリカで筆者が、指導者養成プログラムで
指導していたアセスメントは、様々な既存のテスト・観察法を柔軟に活用
した方法であり、現時点では、ＡＳ個人のニーズに応えた支援法を提供し
ていく上で、一つの適切な方法であると考えます。
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第２章　ワークシステム・サポートプログ
ラムにおけるアセスメントの方法

１　プログラムにおけるアセスメントの概要

　ワークシステム・サポートプログラムは、就職前にアセスメントを実施
するためのプログラムです。アセスメントが不十分なままで、職場実習や
ジョブコーチを実施することは、対象者・事業主双方に負担をかける可能
性があります。また、やみくもに失敗経験を増やすことを避けるためにも、
アセスメントが大切になります。
　アセスメントは１回だけ実施すれば終了ではありません。対象者も環境
も全く変化がないということは、ほとんどありえないことであり、プログ
ラム終了後も継続的に、職場環境や対象者の状態像の変化を把握するとと
もに、その対象者に実施した支援の結果について把握をしていく必要があ
ります。
　アセスメントは、対象者の状態像の把握だけでなく、状態像に応じた個
別的な支援方法について効果の有無や予測を整理していくことも含んでい
ます。つまり、スキル付与等支援を行いつつ、対象者の状態像を把握し、
支援方法の仮説を立て、介入を通して仮説の効果を調べ、最終的に個別の
状態に応じた支援方法を整理します。したがって、「スキル付与等支援を
しつつ、アセスメントを行うプログラム」とも言えます。
　ウォーミングアップ・アセスメント期で、状態像の把握をする際には、
対象者のみならず、環境との相互作用にも焦点を当てます。対象者の行動、
思考、認知、感情、感覚鋭敏・鈍磨性、学習スタイル等を把握することだ
けにとどまらず、物理的な環境や支援者の指示の出し方と、それに対する
反応等も含め把握を行います。そして、把握内容に基づき、環境調整のあ
り方や個別の段階的な介入計画を立てていきます。
　次に職務適応実践支援期では、ウォーミングアップ・アセスメント期で
作成した計画に基づいた介入を行い、その結果を評価して、対象者個人に
あった支援方法を環境調整のあり方を含め整理していきます。支援の結果
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に効果が見られなかった場合は、再度状態像の把握を行い、支援方法の仮
説を立て直します。また、効果が上がらなかった支援方法についても整理
をしておきます。
　なお、不適切な支援を行った場合、効果が得られないばかりか、二次障
害を引き起こす場合も見られますので、障害特性に配慮した個別の支援方
法を整理していくことが必要になります。

２　情報の収集

　家族及び本人の同意を得て、医師・家族・学校の担当教諭・事業所の担
当者・関係機関等から情報収集を行います。基本的には、情報提供者にイ
ンタビューをしたり、質問紙に記入してもらいます。
　ワークシステム・サポートプログラムは、地域障害者職業センターを窓
口として実施をし、プログラム開始前に見学に来ていただいた際に、その
中で本人・家族に対して、簡易なインタビューを行うと同時に、医療機関
及び関係機関からも情報収集を行うこととしています。
　本人・家族に対して簡易なインタビューを行う際の項目例や、診断等で
関わった医師から情報提供してもらう際に使用している様式は、次のとお
りです。
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＜本人・家族に対するインタビューの項目例＞

　　　　日時　　　　／    聴取者

健康 医療 , 身体上の問題服薬／副作用 (      　　　　　　病院・クリニック　　　　　　　　先生）
（喘息、ｱﾚﾙｷﾞｰ、発疹、鼻炎、発作、月経）

日常生活 睡眠ﾊﾟﾀｰﾝ
典型的な 1週間のｽｹｼﾞｭｰﾙ
典型的な 1日のｽｹｼﾞｭｰﾙ
食事の日課、食事内容、食事アレルギー
好きな食事・飲み物、嫌いな食事・飲み物　　　　　　偏食 ( 有・無）

余暇生活 休日の過ごし方
好きなこと、好きな品物 ､興味の内容
嫌いなこと、嫌いな品物

コミュニケーション 理解の仕方 ( 言葉を字義どおりにとる。）
表面的に流暢な言葉を話すが、理解、話言葉等に問題があるか
言葉、視覚
①職場、学校集団の人数②苦手とする人 ( 女性・男性・若者等）人の多さ、騒がしさを嫌がっているか。
支援する人の割合、支援者数ややり取りの仕方が問題行動に影響あるか。
家族、友人、他人との対人関係

パニック ( 感情の混乱） 動
揺
期

どんなとき起こるか（５Ｗ１Ｈ）

動揺期の前兆 ( 爪唇かみ、声の調子、筋緊張）

暴
発
期

どんな状態になるか　　　　

どのくらい続くか

対処方法としないほうがいい対処方法

落ち着ける場所等

回復期 回復期の状況、回復期の対応方法

就労した際に職場の同僚が気になると思われる口癖、行動、こだわり
今後の就労で課題、問題となると思われること（もしくは過去課題となったこと）
①時間帯 ( 起こりやすい時間と起こりにくい時間）
②場所 ( 起こりやすい場所と起こりにくい場所）
③人・物 ( 作業着等）
④活動

ａ　難しい課題の指示
ｂ　大好きな行動の中断
ｃ　予告なしの、日課や活動ｽｹｼﾞｭｰﾙ変更
ｄ　欲しかったものが手に入らない
e　しばらくの間 ( 例 15 分）注目されない、ひとりにされる
ｆ　その他、騒音、光等のきっかけ

⑤確実に問題行動を引き起こすこと（ひとつ）
長所の生かし方 職場で生かせること
感覚 触覚の過敏･鈍感 身体バランス

音の過敏･鈍感 姿勢、動作
視覚の過敏・鈍感
嗅覚の過敏・鈍感
味覚の過敏・鈍感



27

＜医師からの情報提供様式＞

１氏名 （男・女）２生年月日 　年　　月　　日　（　歳）

３ 診断名

　【診断名についての本人・家族への説明状況】

　※　上記診断について本人・ご家族へどのようにご説明されているか、ご記入下さい。

　【診断名についての本人・家族の理解、認識の状況】

　※　上記診断を受けて、本人・ご家族がどのように理解され、認識されているか、ご記入
下さい。

　【その他留意事項】
　※　上記診断について、当プログラム担当スタッフが触れる際に、留意する事項があれば、

ご記入下さい。

４　

病
歴
・
通
院
歴

診断を行った時期　　　年　　月頃 現在の通院状況　　回 /週・月程度

入院の状況 過去　　回程度（前回入院期間　年　月　日～　年　月　日）
　【入院理由】※入院された理由及び入院時の疾患名（上記「３診断名」

と異なる場合）についてご記入下さい（二次障害として、
残存している場合は「７現在の状況」にご記入下さい）。
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５　服薬の内容（名称、１回の処方量及び錠数、服薬回数 *）※該当項目を○で囲んでく
ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　㎎　（　　錠）　　　　回／日　　（朝・昼・晩・就寝前）

　　　　　　　　　　　　　　　㎎　（　　錠）　　　　回／日　　（朝・昼・晩・就寝前）

　　　　　　　　　　　　　　　㎎　（　　錠）　　　　回／日　　（朝・昼・晩・就寝前）

　　　　　　　　　　　　　　　㎎　（　　錠）　　　　回／日　　（朝・昼・晩・就寝前）

　　　　　　　　　　　　　　　㎎　（　　錠）　　　　回／日　　（朝・昼・晩・就寝前）

　　　　　　　　　　　　　　　㎎　（　　錠）　　　　回／日　　（朝・昼・晩・就寝前）

　【服薬コンプライアンス・自己管理の状況について】　※服薬に関する本人固有の行動特徴があり       
ましたら、ご記入下さい。

　６　生活歴　※幼少期から現在までの状況について、把握されている事項があれば（①ご本人・
ご両親に助言された内容、②ご本人の精神面の発達状況、及び③学校生活の状況等本
人をとりまく環境の変化について）ご記入下さい。

　【幼少期　３歳未満の状況】

　【幼少期　３歳～ 6歳未満の状況】

　【学童期　6歳～ 12 歳未満の状況】

　【思春期の状況　13 歳～ 18 歳未満の状況】

　【青年期から現在までの状況　19 歳以降の状況】
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７　現在の状況について

【本人の身体感覚の特徴】　※　以下の項目について、本人にあてはまる事項が          
あれば、なるべく具体的にご記入ください。

①　温度の変化、光源の種類に関する本人の感覚特性について

②　物理的な場所の狭さ、パーソナルスペースに関する本人の感覚特性について

③　その他、本人の感覚（触覚、前庭感覚、視覚、聴覚、味覚、嗅覚、及び筋肉・関節等への感覚）

に係る特性について

④　発熱頻度や易疲労性について

【本人の認知・行動特徴】　　　※　以下の項目について、本人にあてはまる事項があ
れば、なるべく具体的にご記入ください。

①　対人面での行動特徴について

②　本人が苦手とする状況・場面について（時間感覚、空間感覚を含む）

③　パニックの有無、その特徴、及びその対処方法について
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【二次障害の有無】 

 ※　「二次障害」とは、一般的にはいじめ等の本人をとりまく生育環境によって発生する、発達障害以外の
妄想やうつ的症状を指します。該当する場合は現在の二次障害と推測される状況や発生原因について、具
体的にご記入ください。  

８　職業センターで指導する上での留意事項
　【職業センターの指導上で望むこと】

　【健康管理上の留意事項】

①　その他既往症

②　現在の状況

　　イ　血圧　　　　　／　　　mmHg　　　　ロ　Hb抗原（宿泊等利用者のみ）

　　ハ　てんかん発作の有無　有・無（有りの場合は、下記に具体的に記入してください）

　【共同生活における留意点等（共同生活に不都合な疾患、又は当プログラム受講にあたっての総合意見）】

　【指導上の連絡や協力要請について】

●　連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡

●　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （職名：　　　　　　　　　　　　）

●　協力等依頼する際の留意事項（連絡に適切な曜日や時間帯、その他）

作 成 日 年　　　月　　　日

作 成 者 氏 名 （職名　　　　　　）

医 療 機 関 名

所 在 地 （℡　　　　　　　）

医師氏名（作成者の場合は不要）
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３　観察や本人へのインタビュー

　ワークシステム・サポートプログラムでは、例えば、就労セミナーで口
頭で説明した場合と視覚的情報により理解を促す場合の理解度の違いを質
問やクイズ等を活用してアセスメントしたり、また作業では、口頭指示や
写真付きの作業マニュアルを見せて指示する等によりアセスメントを実施
していきます。また、本人の認知や感情、感覚鋭敏・鈍磨性、不眠等につ
いては、観察に加え、個別相談で本人の訴えを聴取・分析し、アセスメン
トしていきます。
　その他、必要に応じて、時間見本表によるデータ収集や、視覚的な理解
が容易な０点から１００点の尺度や、温度計、スピードメーターを模した
ビジュアルアナログスケールを用いることもあります。
　これらのアセスメントから、各対象者の特性や習慣を見出し、悪循環を
引き起こしている部分があれば、データ収集の上で、支援方法の仮説を立
て、介入し検証していきます。
　次の「職場環境適応プロフィール」は、職場の環境についてアセスメン
トする際に、必要に応じてプログラムで使用しているものです。支援者と
対象者の双方で記入し、評価が異なる部分について話合い、これまでの職
歴における職場環境について記入し整理します。これが職場における対処
方法を検討する１つの材料になります。
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第３章　プログラム運営の実際

１　プログラム運営の考え方

　プログラム運営に当っては、原則的に次のような考えで行っています。

①　個別アプローチを重視する。

　例えば、自閉症スペクトラムの障害特性に類似点はあっても、その特
徴は対象者毎に大きく異なります。つまづく箇所や得意・不得意も皆違
います。したがって、集団で行う就労セミナーを実施しつつも、プログ
ラム後半における介入については、画一的に同じ介入をするのではなく、
対象者個々のアセスメント結果に基づき、それに応じた関わり方や介入
を行っていくことが大切です。

②　わかりやすく行う。

　ポイントを単刀直入に、情報をわかりやすく整理して具体的に伝える
ことが大切です。ややこしい言い回しや冗長な話は、対象者によっては、
ストレスを高めてしまったり、理解を阻害する場合があります。また、
対象者それぞれの理解にかかる情報処理速度も考慮して、指示を１度に
沢山出すのではなく、１つか２つ絞って指示する等の工夫が大切です。
また、情報の提示方法についは、視覚・聴覚・触覚等を総合的に使うよ
うにします。

③　次第に複雑に段階的に行う。

　いきなり難しいことを行うのではなく、１つの目標について、次第に
複雑になるように段階的に行うことが大切です。
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④　障害特性や認知特性を理解する。

　障害特性をふまえた上で、個々の対象者の話に耳を傾け、行動のみな
らず、思考、認知、感情、感覚鋭敏･鈍磨性等についても着目します。

⑤　個別のスキル付与を行う。

　スキル付与という言葉は、訓練を思わせて否定的に受取られることも
あります。また、その場では大きな変化が見られないことや、なかなか
スキルが体得できないこともあるかもしれません。しかし、知識を付与
し、事前に演習やシュミレーション、ロールプレイを行うとともに、例
えば何が得意なのか等を行動観察により支援者がアセスメントしておく
ことは重要です。
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２　「就労セミナー」、｢作業」、｢個別相談」の関連づけ
 

発達障害者ワークシステム・サポートプログラム

　

           就労セミナー

個別相談

　

　　　　 作業

ウォーミングアップ・アセスメント期 職務適応実践支援期

　　　　　　　　　　実習/実践模擬場面
　　     段取り・事前試行

　　　　シミ レュ ーション
           ロールプレイ
　　　  演習・実体験

    観察・解釈
    推論・選択

　　知識・理論
モデル/映像

　　　職場

 

 

図 1　プログラムの各期と「就労セミナー」・「作業」・「個別相談」との関連

　　　　　　　　　　
　ワークシステム・サポートプログラムを構成する内容は、大きく分類し
て①就労セミナー（グループワーク、集団講義演習）、②作業、③個別相談で、
これらを三位一体として相互に関連付けながら実施していきます。

　「就労セミナー」、「作業」、「個別相談」を相互に関連付けながら実施し
ている一例ですが、まず①「就労セミナー」の職場対人技能トレーニングで、
「報告」についての知識付与、支援者の演技、ロールプレイ等を実施します。
次に、②「作業」において、予め支援者が計画的に設定した場面で、実際
に報告ができるかどうか、報告が難しければ、どのような支援があれば行
えるのかをアセスメントしていきます。さらに、③「個別相談」において、
個別的に必要なスキルを付与したり、話し合いを行います。再度、④「作業」
において、計画的に報告場面を設定し、環境調整等を含めた支援を実
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発達障害者ワークシステム・サポートプログラム

　

           就労セミナー

個別相談

　

　　　　 作業

ウォーミングアップ・アセスメント期 職務適応実践支援期

　　　　　　　　　　実習/実践模擬場面
　　     段取り・事前試行

　　　　シミ レュ ーション
           ロールプレイ
　　　  演習・実体験

    観察・解釈
    推論・選択

　　知識・理論
モデル/映像

　　　職場

 

 

①職場対人技能「報告」 

③個別に必要なスキル付与 

②作業場面でアセスメント 

④作業場面で再度練習 

図２　職場対人技能を例にした「就労セミナー」・「作業」・「個別相談」との関連

施します。また応用場面として、報告すべき指示者が不在の場面を作った
りもします。
  このように、「就労セミナー」で実施し、対象者が習得して効果のある
スキルについては、「作業」の場面で、計画的にそのスキルを使用する機
会を設け、異なる場面や場所で活用できるかどうか把握するとともに、必
要に応じて、どのような手続きを踏めば、そのスキルが違う場面や場所で
も活用できるかを把握していきます。

３　プログラムのスケジュール

　平成１７年度のプログラムのスケジュールは下記のとおりです。毎日朝
礼、夕礼を行い、月・水・金曜日の午前中に集団講義・演習を行う「就労
セミナー」を設け、火・木曜日の午後に「個別相談」、その他は「作業」
を行いました。
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　後半の職務適応実践支援期は、対象者の状況に応じて、個別のプログラ
ムを別に用意する場合もありました。

月 火 水 木 金
10：15
10：30

12：00

13：00

15：00
15：20

朝礼

就労セミナー 作業 就労セミナー 作業 就労セミナー

昼休み

作業
作業 就労セミナー

または作業

作業
作業

個別相談 個別相談

図３　スケジュール

　朝礼が始まる前に、対象者は各自、「体調チェック票」(P41) をつけます。
自分の体調を日々記録し、体調の良し悪しの度合いを温度計に模した「ビ
ジュアル・アナログスケール」に記入していくことに慣れていきます。こ
れは必要に応じて、個別相談の中でストレスや感情コントロール等につい
て支援する際に、ビジュアルアナログスケールを活用した支援を行ってい
くことがあるからです (P94)。
　朝礼では、当日のスケジュールを伝え、ラジオ体操を行います。
　伝えたスケジュールをシステム手帳やメモに書くことを習慣づけ、意図
的にスケジュール変更も行い、突然の変更に対してストレスのかかり具合
も見ていきます。　　

　夕礼が始まる前に対象者は各自で日誌を書き、その日の振り返りを行い
ます。支援者が明日の予定を大まかに伝えます。対象者はシステム手帳や
メモに明日のスケジュールを書くようにします。
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＜朝礼・夕礼の内容＞

●朝 礼

①おはようございます。これから、朝礼を始めます。

②タイムカードは押しましたか？

③今日の予定をお願いします（担当スタッフに聞く。）

④何か質問はありますか？

⑤それでは、ラジオ体操を始めます。

⑥（ラジオ体操終了後、）今日も一日よろしくお願いします。

●夕 礼

①これから、夕礼を始めます。

②明日の予定をお願いします。（担当スタッフに聞く）。

③何か質問はありますか？

④それでは、夕礼を終わりにします。
　今日も一日お疲れ様でした。
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 月  日        氏名：

昨日の就寝時間：     時    分

今日の起床時間：     時    分

睡眠時間：    時間    分

昨日はよく（ 眠れた・普通・眠れなかった ）

昨日の服薬   朝（ ） 昼（ ） 晩（ ）

●今日の体調        ● 今日の自分の

良い  普通  悪い      総合的状況

●今日の気分

嬉しい ・ 楽しい ・ 幸せ         良

リラックス ・ 悲しい

怒っている ・ いらいら

憂鬱 ・ 緊張 ・ 心配

その他

                     悪

伝えておきたいこと

＜体調チェック票＞ 
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＜日　誌＞

　平成　　　年度　　　月　　　日（　　）　天気

　（　　　　）

　氏名：

学
ん
だ
こ
と

良
か
っ
た
こ
と

疑
問
・
質
問

そ
の
他
・
感
想
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 ４　就労セミナー

　就労セミナーでは、問題解決技能、職場対人技能、リラクゼーション技
能、作業手順書等マニュアル作成技能等について、グループワークや集団
講義・演習を行い、スキル付与を行っています。これらのスキルは、対人
行動や社会性、不安や混乱となりうる事項についての対処等について、障
害特性に合ったトレーニングとなっています。
　就労セミナーで行う各種技能は、すべてについて、必ずしも対象者一人
でできるようにすることを目的とはしていません。必要に応じて、支援者
や周囲の助けを得ながら、就労セミナーで学んだフレームワークを活用し
て、本人の能力が最大限活用され、各自の要求に合わせて環境を再構築で
きるようにすることを目指しています。
　職業生活場面で、なるべく自己管理や自己調整ができるようにスキル付

問 題 解 決 技 能 職 場 対 人 技 能 

ﾏ ﾆ ｭ ｱ ﾙ 作 成 技 能 ﾘ ﾗ ｸ ｾ ゙ ー  ｼ ｮ ﾝ 技 能 

図 ４   就 労 セ ミ ナ ー   

就労セミナー 

作    業 個別相談 
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与をしていきますが、その際、個別状況に応じた環境調整や支援（例えば、
スキル習得が困難な場合、個別相談を活用し、前段階のスキルやスキルの
要素を細く絞り込む等）を行うことも念頭に置くこととしています。
　なお、この就労セミナーは、グループワーク及び集団講義・演習の形式
を取っていますので、対象者同士が情報交換や交流を行える良い機会です。
また、基本姿勢として参加者が参加して達成感が得られるよう配慮してい
ます。
  就労セミナーは、通常は、下記のような配置で実施しました。しかし、
支援者の位置は、対象者や集団の状況に応じて変えていく場合もあります。
例えば、支援者は、立ち上がって、対象者の側へ行ったりする等位置を変
えることによる効果も必要に応じて確かめていきます。
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⑴　問題解決技能トレーニング (Problem Solving Skills Training)

①　概要

　ChannonとCrawfordらは、アスペルガー症候群の青年15名の症例から、
問題解決における困難性について言及しています。例えば、問題場面に関
連する事実を思い出すためにより多くのプロンプト（手がかり）を必要と
していることや、対象者の解決法の質が低いことがあることから、それら
は個別介入プログラムで標的行動になりうると報告しています。
　就労セミナーでは、アメリカで開発され、アスペルガー症候群等に対し
て実施されているＳＯＣＣＳＳ（ソックス）法を中心に問題解決技能トレー
ニングを実施しています。ＳＯＣＣＳＳ法は、「状況把握（S；Situation）
→選択肢（O；Options）→結果予測（C；Consequences）→選択判断
（C；Choices） →段取り（S；Strategies）→事前試行（S；Simulation）」
というフレームワークによって進みます。
　どのような業種や職種であっても、程度の差はあるものの、問題解決を
しなければいけない場面は生じるものです。何か問題が発生した際は、周
囲の誰かに相談してみる方策があることについてもＳＯＣＣＳＳ法を活用
して理解を促しています。
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SO
ソ ッ ク ス

CCSS法 実施用紙
《状況把握》－《選択肢》－《結果予測》－《選択判断》－《段取り》－《事前試行》

状況把握

関係する人 いつ

何が起きた・何をした 理由

選択肢 結果予測 選択判断

段取り：行動のプラン
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事前試行の方法 一つ選ぶ

１．静かな場所に腰を落ちつけ、いろいろな行動の選択肢と糸課予測
　　に基づき、どんな事前試行ができるか（できないか）をよく考える

２．友達、先生、その他の人に、自分の考えた行動プランについ
　　て相談してみる

３．自分の選んだ選択肢と結果予測に基づき、その状況では何が
　　起きそうかを書き留める

４．自分の選んだ選択肢を、２～３人で事前に演じてみる

５．その他の方法

事前試行からの検討事項

実際の施行結果・その後の経過

＜「アスペルガー症候群と感覚敏感性への対処法（東京書籍）」より抜粋＞
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②　問題解決技能（ＳＯＣＣＳＳ法）の意義

　問題解決や意志決定の方法は、知的障害を伴わない発達障害者の方々が
日常生活の中で、自然に体得できるものであるとは限りません。したがっ
て、このような問題解決技能は、体系的にスキル付与される必要がありま
す。

「状況把握」

　例えば、アスペルガー症候群の対象者の中には、自分の行動を含め、周
囲の状況がよく把握できていないことがあります。「状況把握」では、何
が起こったのか、誰がいたのか等、状況を把握していく方法を学びます。
これは、他の場面でも役立ちます。例えば、「作業の指示を受ける」こと
を学ぶ際に５Ｗ１Ｈを使い整理しますので、その前段階としての理解も促
すことができます。

「選択肢」

　また、対象者の中には、物事がうまくいかずに困難な状況の中で、決ま
りきった僅かな対応方法しか思いつかず、同じやり方で対応して同じ失敗
を繰り返してしまう者も見られます。何事にも多くの選択肢があり、考え
てみることを学ぶことになります。この際には、対象者のメンバーの状況
に応じて、例えば、アイデアや思考を視覚化するマッピング等の技法も使
うこともあります。

「結果予測」

　「結果予測」は、将来や次にどうなるかを予測することです。結果を予
測することに慣れていなければ、ある出来事にうまく反応することができ
ず、結果としてその出来事からの学習ができないばかりか、うまくやり遂
げることができずに不安が増大することにつながる場合もあります。新た
な予測がつかない出来事や初めての職場実習等の新たな場面に対応してい
くためにも、結果予測を行う練習をすることが必要です。
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「選択判断」

　「選択判断」は、選択肢１つ１つについて、（１）効果「その解決策で、
望むものが得られるのか？」、（２）現実性「それは、自分の力で実現でき
るのか？リスクはないのか？」を吟味していき、選択のための判断をして
いくことです。
　対象者の中にはある情報や場面のみから判断をし、転職を繰り返す者も
いました。これらについて、集団で話合うことで、効果や現実性について、
多角的に吟味する経験を得ることができました。
　このＳＯＣＣＳＳ法を実施するに当たっては、それぞれの障害特性が異
なりますので、画一的に行うのではなく、個別相談の場面等を利用して、
対象者に応じて実施していくことが大切になります。

＜マッピング活用の一例＞
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③　プログラムにおける問題解決技能の実際

　就労セミナーの中では、まず最初に、問題解決の知識を付与した上で、
ＳＯＣＣＳＳ法を利用し、日常生活や職場における各種模擬的な想定を踏
まえた演習により理解を深めてもらっています。更に「個別相談」で、本
人とともに一緒に状況を整理し、ＳＯＣＣＳＳ法のフレームワークを活用
し、プログラム期間中に問題解決に向けて実際に実行していきます。
就労セミナーで実施しているＳＯＣＣＳＳ法の初回の進め方（状況把握～
事前試行まで）は次のとおりです。

（ａ）問題解決技法の説明

　次の用紙等を使い、簡単に問題解決の流れ等を説明します。
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＜問題解決技法の説明資料＞
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（ｂ）場面の設定

　ＳＯＣＣＳＳ法の実施用紙 (P47、48) を配り、出来事や状況の場面設
定をします。

場面設定の例
　Ａさんは、作業をしているときに、指示さ
れたやり方を忘れてしまいました。

そこで、やり方を再度聞きに行ったところ、
『何回言ったらわかるんだ。』と叱られてし
まいました。

Ａさんは、『すみませんでした。今度は、
しっかりメモを取りますので、もう１度教え
てください。』とお願いしました。

すると、その上司は、『しょうがないな。
今度は忘れないでくださいよ。』と言って、
やり方を教えてくれました。これで、Ａさん
は、やり方を理解することができました。

しかし、仕事が終わって帰宅しても、Ａさ
んは、少しばかりストレスが溜まってイライ
ラしていました。

　場面設定や状況は、文章や漫画にしてホワイトボードに書きます。

　場面の設定内容は、日常的なことでも構いません。ただし、曖昧な場
面設定は混乱を引き起こす場合がありますので、なるべく、明確な場面
設定をするようにします。

（ｃ）Ｓｔｅｐ１　状況把握

　状況を把握するため、「この状況では、誰がいましたか？」、「いつ起き
たのでしょうか？」、「何が起きたのでしょうか？」、「何をしたのでしょ
うか？」というように対象者に質問し、出来事や状況を確かめていきます。
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　更に、どこが問題なのか、解決のために何を目標とすべきかを明確に
します。目標とすべきことも、文章や漫画にしてホワイトボードに書き
ながら進めます。

（ｄ）Ｓｔｅｐ２　選択肢

　対象者に、用紙にそれぞれとるべき行動の選択肢を、各自で書くよう
指示します。ブレーンストーミングですので、なるべく沢山書いてもら
うよう促します。
　次に、考えた選択肢を対象者一人一人に発表してもらいます。その際、
支援者は何も評価を入れず、対象者の発言の内容を要約してまとめて、

内容を確認しつつ、そのままホワイトボードに書いていきます。

　対象者によって、選択肢の出やすさは異なります。多くの選択肢を自
力で考え出すことができる者もいれば、ごく僅かな選択肢しか考えられ
ない者もいます。その場合、ヒントとなる手がかりや、選択に要する時
間、選択できる数等についてアセスメントもしていきます。
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（ｅ）Ｓｔｅｐ３　結果予測

　ホワイトボードに書いた各選択肢を行った際の結果を対象者に聞いて
いきます。具体的には、（１）効果「その解決策で、望むものが得られ
るのか？」、（２）現実性「それは、自分の力で実現できるのか？危険性

はないのか？」の２点について、聞いていきます。この「効果」と「現
実性」２点に関して、複数の対象者の意見を聞きながら、各選択肢を整
理して、例えば○△×等でホワイトボードに記入していきます。このよ
うにして、効果と現実性のあるものはどれかをメンバーで話合っていき
ます。
 



56

　この作業を通して、結果を予測することが可能で、因果関係を知るきっ
かけにしていきます。

（ｆ）Ｓｔｅｐ４　選択判断

　Ｓｔｅｐ３の話し合いを基にして、各自が最も適切と思う選択肢を選
ぶようにしていきます。
　まず、Ｓｔｅｐ３で話合われた選択肢で自分の選択肢につけ加えたい
ものがあれば、１～２つ付け足しても良い旨を伝えます。
　次に、対象者自身が記入した用紙の選択肢に優先順位をつけた上で、
最善策を選び出すように促します。その選択肢を選ぶと、どのように感

じるか等も聞いていきます。

（ｇ）Ｓｔｅｐ５　段取り

　Ｓｔｅｐ４で選び出した最善策について、対象者各自で具体的な計画
を立て、段取りを立てるように促します。いつ、どこで、どのような手
順で行うのか等を用紙に記入してもらいます。
　Ｓｔｅｐ４とＳｔｅｐ５が終了した時点で、対象者各自が選び出した
最善策と段取りを１人１人に聞き、それをホワイトボードに書き出しま
す。
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＜対象者が提案した段取りの一部＞
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（ｈ）Ｓｔｅｐ６　事前試行

　事前試行で何をするかを対象者各自で用紙に○をつけてもらいます。

事前にシミュレーションすることで、段取りを今一度検討することがで
きます。

（ｉ）個別相談等での個別実施

　個別相談の中で、各対象者のフォローを行い、何か具体的な問題につ
いて、ＳＯＣＣＳＳ法を活用して、実際に実施していくようにします。
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④　実施上の主な注意点

・集団での場面設定の際に、その出来事や状況が、参加している特定の対
象者の事柄であるとあきらかにわかる内容は避けます。
・場面設定は、発達障害者の方々の特性を踏まえ、なるべくシンプルにわ
かりやすい場面設定にします。
・支援者は、この用紙に記入させることが目的なのではなく、対象者がＳ
ＯＣＣＳＳ法を理解し、実際にＳＯＣＣＳＳ法を使って施行してみること
が目的であることを念頭に置いて実施します。対象者が実際に施行するこ
とによって、問題解決を理解できる仕組みになっているからです。
・このＳＯＣＣＳＳ法を実施しながら、各対象者が①５Ｗ１Ｈを理解して
いるかどうか、②流れに即した問題解決の工程が行えるかどうか、③選択
肢がどのくらい出せるかどうか、④Ｓｔｅｐに従って実施することに困難
はないかどうか等をアセスメントします。
・初回は集団で行うため、ある程度画一的に行うことになりますが、対象
者によっては、スムーズに実施できない場合があります。例えば、「選択
肢の選択ができない」、「Ｓｔｅｐ通りに進められない」等です。このＳＯ
ＣＣＳＳ法は、集団でも個別でもできるようになっているため、画一的に
行う必要はありません。対象者の個別の状況に対応して、柔軟に行うこと
が必要です。選択肢でつまづくようであれば、まずは選択する練習を行っ
たり、書くことが難しければ、代わりに支援者が書く等、状況により個別
的な対応をしていきます。
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＜事例② 行動の原因を、選択肢を提示することで支援者が把握した事例＞  

  

Ｎさんは、会話ではすぐに話題 が転換したり、話の焦点が微妙 にずれてしまうなど、 

支援者がＮさんの考えを把握することが当初なかなかできませんでした。  

ある日、誤ってＮさんが相談中消しゴムを持ってこなかった際に、どうして持ってこ 

なかったのか、その原因を話し合いましたが、やはり原因を探ることができませんでし 

た。  

そこで、支援者は紙面にその原因を選択肢の形で記入し、原因と考えれられるものを 

チェックする試みを行いました。 さらにその原因に近いものから、 番号をつけることで、 

本人とともに原因を探っていきました。すると、本人も自然と選択肢を付加することが 

でき、原因を容易にチェックし、優先順位をつけることができました（下記）。 

この例は、一部ＳＯＣＣＳＳで用いられている「選択肢」、「選択判断」を念頭にお 

き、紙面に視覚的に提示することで、時間をかけることなく容易にその行動の原因を把 

握することができました。  

支援者が会話で原因を探ることが難しい場合に、このような選択肢を提示する方法も 

有効な場合があることが、その後の行動観察で確認されました。  

  

＜ 消 し ゴ ム を 持 っ て こ な か っ た 理 由 ＞   

               

・ 「消しゴムを持ってくる」ことを忘れてしまった              

                                  ３  

・ 指示が沢山あって、覚えられなかった        

                           ２   

・ 質問しようと思ったが、タイミングを逃した               

  

・ 他のことで頭がいっぱいになってしまっていた           

                                  １  
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（２）　職場対人技能トレーニング（Job ｰ Related Skills Training）

　①　概要

　継続勤務に当たっては、職場におけるコミュニケーションや対人スキル
が重要なファクターになることが少なくありません。しかし発達障害者の
方々の、特に自閉症スペクトラムに対するＳＳＴは、国内外でいくつかの
試みがなされているものの、その方法は確立しているとは必ずしも言えな
い状況にあります。このプログラムでは、職場における基本的な対人マナー
等について、視覚的な情報や補助教材を使用し、テーマや状況設定も限定
的かつ明確にしてわかりやすく実施しています。また、単にソーシャルス
キルの獲得だけではなく、ロールプレイを通して、「演技」や「観察」を
する体験をしてもらったり、職場での暗黙の了解に関する基礎的な知識の
付与も併せて行っています。
　また、実際の職場や日常場面で般化させることの難しさはよく知られて
います。当プログラムでは、それぞれのテーマ終了後、今後の支援計画を
個別に立てます。例えば、作業や朝礼、夕礼等場面や状況を変えた中でス
キルの応用ができるよう機会を設定しています。そして、実際にスキルの
実施が可能かどうか、さらに、場面を変えた中でそのスキルを使うための
方策を再度検討しています。
　
　②　ワークシステム・サポートプログラムにおける職場対人技能の実際

（ａ）導入

　｢今日の一言 ｣と「ゲーム」を導入として行います。「今日の一言」では、
あらかじめ設定したテーマについて対象者の方々に考えてもらい、各自発
表してもらいます。次に「ゲーム」を実施します。やり方を教示し、実施
します。
　導入で行う「今日の一言」と「ゲーム」は、ウォーミングアップで、セッ
ションへの緊張の低減をはかるとともに、対人スキルに必要な能力につい
て、支援者はアセスメントしていきます。
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（ｂ）テーマ説明・モデリング

　導入後は、職場対人技能として ｢挨拶 ｣、｢ 報告 ｣等の各回のテーマに
ついて必要な知識とスキルを提示し、そのテーマの内容が何故職場では大
切なのか、どのようなスキルが必要か等の説明を行います。次に、そのテー
マに関連した場面設定を行い、最初に「悪い見本」を支援者が演技を行い、
対象者に感想・意見を出してもらって話し合います。その後で、「良い見本」
の演技を支援者が行い、同じく対象者に感想・意見を出してもらって話し
合います。最初に「悪い見本」を支援者が提示する意味は、支援者が行う
ことで対象者の意見出しを活発にするねらいがあります。また、「悪い見本」
と「よい見本」を視覚的にわかりやすく提示することで、対象者の場面理
解を促すねらいもあります。

表１　職場対人技能トレーニングの進め方 

１　導入 今日の一言

ゲーム

２　テーマ

（１）モデリング

（２）ロールプレイ

テーマの説明

スタッフの演技（１回目；悪い見本）

感想・意見

スタッフの演技（２回目；良い見本）

感想・意見

対象者のロールプレイ（１回目）

フィードバック

対象者のロールバック（２回目）

フィードバック
３　まとめ
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（ｃ）ロールプレイ

　対象者一人一人にロールプレイを行ってもらいます。ロールプレイを行
う順番は手を挙げた人からでも良いですし、支援者から見て負担がかかり
にくい人を先に指名しても良いでしょう。状況に応じて順番にロールプレ
イを行います。１回目のロールプレイ後に、まず「良い点」を他の観察し
ていた対象者に出してもらいホワイトボードに書いていきます。次に「こ
うすればもっと良くなる点」を出してもらい、同じくホワイトボードに書
いていきます。これらの意見を踏まえながら、２回目のロールプレイを
実施し、１回目と同様に ｢良かった点 ｣、「こうすればもっと良くなる点」
について意見を出してもらいます。メンバー全員が終わったら、最後のま
とめを行います。
  なお、初回は、オリエンテーションを行います。何故この職場対人技能
トレーニングを行うのか、何を目的とするのか、進め方やルールについて
説明します。
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＜オリエンテーション資料＞
１　ＪＳＴとは？   

●ＪＳＴ（Job-Related Skills Training)は、日本語では、「職場対人技能トレーニング」

と言います。

●職業生活を円滑に送るためには、上司や同僚とのコミュニケーションが、大事

です。

●ワークシステム・サポートプログラムでは、これから職場で、自分の気持ちや考え

を職場の上司や同僚にうまく伝えられることを目的として行います。 

２ J STの進め方   

●「自分の気持ちや考えを、うまく伝えられるようになる」には、職場で必ず必要と

なるスキル（挨拶や質問等）について、それが、①どうして必要か、②自分はどの程

度できるかを考えることがまず必要となります。

●その上で、③自分の目標を決め、④実際の場面を想定して練習していくこと（ロー

ルプレイ）が重要です。

３ J STのルール   

● JSTのルールは、下記のとおりです。必ず守りましょう。

①人の良いところをほめ、自分の良いところを見つけましょう。 

②良い練習ができるように、他の人を助けましょう。

③意見･質問は、手を挙げてから話しましょう。

④体調が悪いときは、スタッフに申し出れば、後ろに設けた見学席で見学すること

もできます。 
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 ③　実施上の主な注意点
・発表やロールプレイの後では、必ず拍手をして、肯定的なフィードバッ
クを行い、自尊感情に留意を払うようにします。基本的にはＳＳＴの技法
を援用しますが、先に知識付与を行い、テーマを支援者側で設定する等、
発達障害者の方々の特性に併せた形で実施します。通常、ＳＳＴでは「ど
んなことがしたいですか？」と対象者に問い、やりたいものを実施してい
くのですが、対象者によっては、過去のいじめ等辛かった体験が想起され
てしまったりすることも多く、目標とする内容と異なったものとなってい
く場合がありますので、当プログラムでは、原則的に、支援者側がロール
プレイの内容等を場面設定しています。
・ロールプレイの場面設定は、発達障害者の特性を踏まえ、なるべくシン
プルにわかりやすい場面設定にします。曖昧な場面設定は、参加している
対象者に混乱を与えるばかりか、不明な点についての別の議論を引き起こ
してしまう可能性があります。
・問題解決技能トレーニング等他の就労セミナーでも同じですが、参加す
る対象者に応じた配慮が必要です。状況に応じて柔軟に対処や配慮する必
要があります。例えば、言いたいことを言葉にしにくい対象者は、ロール
プレイより「今日の一言」のほうがストレスがかかる場合があります。「四
季のうちで一番好きな季節は？」という今日の一言のテーマに対して、「○
年の夏はよかったが、×年の夏は嫌なことがあり、△年の夏はまぁまぁだっ
た。一番好きな季節と言われても・・・・・わからない！」と選択（choice 
making）が困難なケースもありました。このような対象者がいる場合は、
テーマを配慮するのはもちろんですが、先に、「ゲーム」を行い、ストレ
スの低減を図る等、簡潔にしたり工夫をしていく必要があります。

　また、資料を配布して行いますが、資料を見つつ、メモを取り、更に支
援者の話を聞くという同時並行作業に労力がかかる場合があります。これ
らは、すべて集団内のアセスメントでもありますので、前半のウォーミン
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グ・アセスメント期には原則的に資料を配布しますが、対象者個々の状況
が把握できてきた段階で、随時、資料配布の有無や進行について調整を行っ
ていく必要があります。
　次に掲げる「今日の一言（テーマ例）」、「ゲーム例」、「職場対人技能トレー
ニングのテーマ例」は、プログラムで実施した内容になります。

＜今日の一言(テーマ例）＞

1　冬について、冬といえば(実施しているときの季節）

2　好きな季節

3　自分の趣味について

4　好きな食べ物

5　好きな季節

6　最近のマイブーム

7　楽しかった思い出

8　最近気になったニュース

9　元気度は○○％

10　通勤するときに見える風景

11　自分が社長だったらどんな人を雇うか

12　雪について

13　節分について

14　落ち着ける場所

15　1億円が手に入ったら

16　将来の夢

17　５年後の自分

18　我が家のカレーの作り方について

19　最近あった楽しかったこと、面白かったこと

20　今の気持ち
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＜ゲーム例＞

ゲーム 内　　　容 アセスメント
メ ニ ュ ー 書 き 競 争 グループに分かれ、県名や国名、スポーツ、

文房具等テーマを決め、時間内に思いつくも

のを挙げていき、その数を競う。

知識

概念

他者との協力

ど う す れ ば わ か り や す 

くな る か ？ ゲ ー ム

・ガスコンロの絵を提示する。三つのコンロと、魚焼

きグリル、つまみが４つ描いてある。各つまみがどの

コンロ、グリルに対応しているのかわかりやすくする

ため、どのような工夫をしたらいいか、参加者に考え

てもらう。

・郵便の受付印（数字のみ記入）の意見を提示し、

このままでは何かわかりづらいので、どのような工夫

をしたらわかりやすくなるか、参加者に同様に考えて

もらう。

視覚認知

1対１対応

表 情 伝 達 ゲ ー ム 表情の伝言ゲームを行う。対象者に一列に並んで

もらう。①「うれしい」、②「おどろいた」の2感

情のカードを作り、リーダーはいずれかのカードを

対象者に渡す。最初に渡された対象者は、声を出

さずに次の対象者にそのカードの感情を表情で伝

える。最後の人が、初めの人がどんな表情であっ

たのかを当てる。これを順番等を変えて繰り返す。

表情の認知

表情の模倣

エ ラ ー を 探 せ ！ ①２チームに分かれる。②どちらかのグルー

プに前に出てもらう。③着座しているグルー

プは前に出ているグループの服装をよく憶え

る。④次に前に出ているグループは後ろ向き

になり、小さな声で相談し、服装などで間違っ

ている所を３箇所作る。⑤着座グループの方

を向き、着座グループは変更箇所をあてる。

視覚的認知

他者の協力

敬 語 の 穴 埋 め 上司と部下の会話、販売店でのお客様からの

問い合わせ、先輩社員との会話、他社の社員

からの電話の場面等の会話中の括弧部分に正

しい敬語を考えて記入する。

敬語の使用

職場での対人

関係について

の理解
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ゲーム 内　　　容 アセスメント
伝 達 ゲ ー ム 「警察は事故現場に行けますか？」

出典；「イラスト版ロジカルコミュニケーショ

ン」（P136）

論理的思考力

５Ｗ１Ｈ

私 は 何 を 考 え て い る の 

で し ょ う ？

リーダーがある表情と動作を作り、どのような

状況にいるのか、何を考えているのか読み取る。

表情・動作の

認知

ビ ン ゴ ゲ ー ム ①５×５の升目の書かれた紙を用意する。

②２グループに分かれ、花やスポーツ等テー

マを決め、升目に思いつくものを記入していく。

③リーダーがテーマに従ったものを挙げてい

き、先にビンゴしたチームの勝ちとなる。

知識

他者との協力

名 刺 交 換 ゲ ー ム 名刺サイズの紙に、自分の名前、長所を記入

し、隣の参加者に「名前」、「長所」、「よろし

くお願いします」とお話し、自己紹介する。

自己表現

会  話  し り と り 「こんにちは」→「私は元気です」→「ステキ

なセーターですね」と語尾の一文字をつなげ

ながら、会話によるしりとりをまわしていく。

臨機応変な対

応

誰 の 声 ？ ゲ ー ム ２チームに分かれ、一つのチームが動物の鳴

き声を自分だとわからないように真似る。そ

の後、もう一方のチームが誰がその鳴き声を

出しているかをあてる。

声の判別

模倣・演技力

皆 さ ん ジ ョ ー ズ ？ 一人が簡単な絵を描き、それを絵ではなくて

口頭で説明する。その口頭の説明に基づき、

それを他の全員が紙に記入して、一人が描い

た絵とあっているか確かめる。

説明力

言語理解

誉 め 言 葉 シ ャ ワ ー 順番に誉められる人を設定し、皆でその人の

良いところ、服装や表情、いつも感じている

良い点などを一人一人その人に話していく。

他者への興味

･観察
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テーマ 内　　　容 アセスメント
連  想 ゲ ー ム ある言葉から連想されるものを、順番に挙げ

ていく。

臨機応変な

対応
さ い こ ろ ト ー ク さいころの目によってテーマを決める（テー

マはリーダーが決めるか、参加者からテーマ

をつのる）。さいころをふり、そのテーマに

応じたことを話す。

臨機応変な

対応
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＜職場対人技能トレーニングのテーマ例＞

テーマ 悪い例 いい例

挨　

拶　

す　

る

①
出
社
時
の
挨
拶

A：「（声は小さく、目線も合わせず、歩
きながら）　おはようございます」

B：「おはようございます」

A：「（相手の顔をみて、声は適度な大き
さ、立ち止まってお辞儀をしなが
ら笑顔で）　おはようございます」

B：「おはようございます。」

②
出
社
時
の
挨
拶
（
遅
刻
場
面
）

部下：「（レディネス室のドアの外から
ノックし、慌てて部屋に入ってくる）
いやあ、遅れました。私のせいじゃ
ないんです。電車が人身事故に
まきこまれて遅れて、本当に嫌に
なっちゃいます。自分はなんて運が
悪いんだろう。今日の作業も送れ
ちゃうし・・。しかし、まあなんとか
着きました。おはようございます。」

上司：「（不機嫌そうに）へえ、そうなの・・・。
しょうがないなあ、まったく。早く
持ち場についてくれよ！」

部下：「（落ち着いて、ノックして入室）　
係長、おはようございます。大変遅
れて申し訳ありません。電車が人身
事故の関係でおくれまして、今の時
間になってしまいました。すみません。
すぐに作業にとりかかりますが、昨日
の打ち合わせた内容に何か変更点は
ありますか？」

上司：「そうか、大変だったね。作業内容
に変更はないので、打ち合わせたと
おり、作業を少し急いで進めて下さい」

③
退
社
時
の
挨
拶

A：「お先に失礼します」

B：「おつかれさまでした」

A：「お先に失礼します」
※表情、姿勢に留意

B：「おつかれさまでした」

※　対象者のターゲットスキルは下線部分
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テーマ 悪い例 いい例

質
問
す
る

部下：「○○さん、あのう・・・、０の
場合どう計算すればよいのかな」

上司：「・・・・、もう一度言っても
らえます？」

部下：「○○係長、今よろしいでしょうか？」

上司：「はい」

部下：「作業日報の集計についての質問な
のですが、作業量等が０の場合は、
何も書かなくてよいですか？」

上司：「そこですね。作業量当は０を記入
し、不良率、総計の不良率等は他の
ものと同じように計算しましょう」

部下：「ありがとうございました」

ち
ょ
っ
と
し
た
一
言

Ａ：「○○さん、この書類のコピー
をお願いできますか？」

Ｂ：「できません。」

Ａ：「○○さん、この書類のコピーを
お願いできますか？」

Ｂ：「すみません、今急いでやらなければ
ならない作業がありまして、これが終
わってからでよろしいでしょうか？」

謝
る

部下：「係長、作業終わりました。
確認をお願いします。」

上司：「はい、ご苦労様でした。あれ？
これ、ビニール袋に入ってない
ですよ？」

部下：「えー、そうですか？そんな
こと聞いていなかったなあ。
ああ、間違えてしまいました。」

上司：「困ります。きちんと正確
に作業してください」

部下：「係長、作業終わりました。確
認をお願いします。」

上司：「はい、ご苦労様でした。あれ？こ
れビニール袋に入ってないですよ？」

部下：「あ、そうでした。すみません。
小物はビニール袋に入れるんです
ね？今後気をつけます」

上司：「これから気をつけて作業してくださ
いね。」
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テーマ 悪い例 いい例

残
業
を
断
る

上司：「○○さん、大事な得意先
に今日中に請求書を届けるこ
とが必要になりました。１時
間残業して、請求書の作成を
手伝ってもらえませんか？」

部下：「え～、いや、実は今日行
かなければならないところが
あって・・。う～ん、どうし
ましょう・・。できれば・・・。」

上司：「○○さん、大事な得意先に今
日中に請求書を届けることが必要
になりました。１時間残業して、
請求書の作成を手伝ってもらえま
せんか？」

部下：「大変申し訳ありません。本日
は所用があり、残業はできないの
ですが・・」

職
場
で
報
告
・
質
問
・
相
談
す
る

部下：「あのう、一応できたつも
りなんですが・・・。たぶん。
（ペーパーをひらひらさせて、
少し慌て気味に上司に渡す。
視線は定まらない感じ）」

上司：「おつかれさま。どう？指
示どおりできましたか？」

部下：「一応やったつもりなん
ですが、どうもこの辺がな
あ・・・。まあ、別に大丈夫
かな。まあ、よろしくお願い
します。」

上司：「どこかわからないところ
があったんですか？（少しイ
ライラした様子で）」

部下：「まあ、だいたい大丈夫ですよ。
もういいや。（切り上げたそう
に）よろしくお願いします」

部下：「作業終わりました。よろしくお
願いします。（はっきりと、ペーパー
を相手の方にむけて。落ち着いて）
一応終了したのですが、作業につ
いて少し不明な点があったのです
が、確認してよろしいですか？」

上司：「はい、ご苦労様です。どんな
点ですか？」

部下：「総計の不良率計算についてで
すが、作業量などが０の時は、不
良率も０になってしまうので、そ
のまま０にしてもよろしいです
か？」上司：「ええと、それは、
作業量等が０のときも、あくまで
不良率の計算なので、０．００と
記入してください。」

部下：「わかりました。作業量等が
０の時も、不良率の計算なので
０．００と記入するんですね。今
回はミスしてしまいましがたが、
次回からは気をつけます」

上司：「はい、おつかれさま。次回か
ら気をつけてください」
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テーマ 悪い例 いい例

報
告
す
る

部下：「○○さん、あのう・・、
作業が終わったんですが。」

上司：「お疲れ様でした・・・」

部下：「○○係長、今よろしいでしょうか？」

上司：「はい」

部下：「請求書の作成が終わりました。
手があきましたので、次の作業指
示をお願いします。」

上司：「お疲れ様でした。次は物品の
整理をお願いします」

感
謝
す
る

A：「○○さん、ついでなので、筆
を一緒に洗いましょうか？」

B：「ああ、どうも」

A：「○○さん、ついでなので、筆を
一緒に洗いましょうか？」

B：「どうもありがとうございます（笑
顔で、丁寧に）」

人
の
前
を
通
る
と
き
に
は

A：（何も言わず、すーっと Bの
前を通り、しかもちょっとB
にぶつかってしまう。その後、
棚の２段目に書類を入れる）

B：書類、雑誌を整理している。
　 が通った後、不快な表情をする。

A：「（手を顔の前にもっていきつつ）
　ちょっとすみません。失礼しま
す。（といいつつ、前を通り抜け、
書類を棚に入れる）」

B：「（普通の表情で）　あ、どうぞ」

会
話
を
遮
り 

、
用
件
を
伝
え
る

A、B：（立ち話で、書類を指差しな
がら真剣に仕事の話をしている）

C：「（机で作業をしている状態の
まま、話し掛ける。目先等
も何も配慮せず、突然話を遮
る）A係長、作業が終わりま
した。次の作業指示をお願い
します。」

A：「（不愉快そうに）　はい。」

A、B：（立ち話で、書類を指差しなが
ら真剣に仕事の話をしている）

C：「（パソコンを打っている状態か
ら、立ち上がり Aと Bの側にい
く。二人にアイコンタクトをしな
がら）　お話中すみません。A係
長、今作業が終わりました。次の
作業の指示をお願いします。」

A：「わかりました」
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テーマ 悪い例 いい例

確
認
す
る

客：「もしもし、幕張デパート
ですか？急に入用になっ
ちゃったから、いつものも
の、配送して欲しいの」

店員：「もう一度言ってもらえま
す？」

客：「もしもし、幕張デパートですか？
急に入用になっちゃったから、い
つものもの、配送して欲しいの」

店員：「いつものものでございますね。
ご利用ありがとうございます。確
認させていただいてよろしいで
しょうか？下仁田ネギ２本、松阪
牛カルビ５００ｇでよろしいです
か。」

客：「はい、それでいいわ。いつも急
にごめんなさいね。」

＜事例③　否定的な言い方が多い事例＞

　Ｉさんは、ご自身ではそれほどの思いがないにも拘わらず、否定的な言い回しが多い方で

した。また、指示が急に変更された場合の発言など、周囲にはきつい言い方に聞こえるよう

な場面もありました。

　個別相談で、作業変更の際にはすぐに教えることを支援者が今後心がける点を本人に約束

した上で、「ちょっとよろしいでしょうか？」等の言葉を枕言葉に挿入することで、相手の

印象が変わることを提示しました。しかし、その時点では理解することが難しいようでした

ので、さらに会社内では一般的にそのような言い方をすることを補足していきました。

　また、職場対人技能トレーニングでも「ちょっとした一言」等でさらに練習していきました。

その後は本人の発言にも少しずつ変化が見え、改善が窺えました。

　この例では、障害特性から「相手の考えや気持ちを理解する」ことが難しい事例に助言し

た事例です。最終的には会社内でのルールに主眼をおき対応したことから、障害特性を考慮

した助言方法の一例と言えます。
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＜事例④　本人の意思に反して、 やる気のない印象を与えてしまう事例＞

　プログラム参加当初、Ｒさんは作業で指示を受けるときや相談の時など、横を向き姿勢が猫

背であることが多く、発言も少ない状況でした。これらから、本人の意思に反して疲れきり、

やる気のない印象がありました。

　職場対人技能トレーニングの場面では適切に行動できましたが、それを別な場面で生かすこ

とができず、また個別相談でも指摘するだけでは、自分の行動を振返れず、なかなか改善には

至りませんでした。

　そこでこれまでの経過を踏まえ、本人に段階的な支援を行うこととしました。

　まず、作業中や個別相談で横を向き姿勢が猫背であるときに、支援者がその事実をすぐに述

べ、本人の気付きを促した上で、その様子を支援者がその場でモデリングし、本人に印象を聴

取しました。すると、「やる気のない感じがよくわかった」との感想があったため、職場対人

技能トレーニングの方法同様、作業場面でさらに良くなるスキルについて、本人と話合い、支

援者がそのスキルをモデリングしました。横を向きがちであるところは、意識して顔を支援者

の方を向くだけで随分印象が変化すること、姿勢も背筋を伸ばせば良い印象を与えられること

に気付き、それをその場で練習する取組みを作業場面等で行いました。

　作業場面、個別相談で定着が見られた後、次に場面を変え、入退出の場面で同様の方法で練

習し、定着を図っていきました。

　さらにビデオで作業場面等の様子を撮影し、個別相談で自分の様子を振返ることで実際に良

くなっている行動を視覚的に振返る取組みを行うことで、様々な場面で意識し行動することが

できるようになりました。
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＜事例⑤　モデリングにより報告のスキルが改善した事例＞

　作業の場面で、当初、報告を歩きながらしていたのですが、｢しっかり報告をしなさい」とい

うような曖昧な内容を含む指示は理解ができませんでした。

　また、作業用紙を指示者に渡すときにも、指示者に顔を向けることなく、片手で渡していま

した。これらのことについて、支援者が口頭で指示しても、見本を見せてやってみせてもなか

なか改善が図れませんでした。

　報告の仕方等については、本人に悪気があるわけでは全くありません。単に、状況や相手へ

の影響に気づかないだけでした。しかし、このままですと職場では、悪い印象を与える可能性

もありました。

　そこでまず、就労セミナーの職場対人技能トレーニングの場面で、良い例と悪い例を観察す

ることを繰返し、観察の仕方に慣れてもらっていました。悪い例について、「更に工夫すると良

くなる点はどこか」と参加者に聞いていきますが、本人は、いろいろと指摘することができて

いました。

  そこで「悪い印象を持たれる報告の仕方」と「良い印象を持たれる報告の仕方」を、作業場面

で支援者が実演をしました。本人に感想を求め、更に工夫するとよくなる点等について聞くと

ともに、悪い印象を持たれがちな報告の仕方に似ていることを伝えました。すると本人は、「えっ。

自分はこんなひどい報告の仕方をしていたのですか。」と認識ができ、その後から改善されまし

た。もちろん、作業用紙の渡し方についても、同様のやり方で示し、改善が図られました。
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（３） リラクゼーション技能トレーニング (Relaxation Skills Training)

　①　概要

　メニューとしては、ストレッチ、ウォーキング、ダンベル、漸進的弛緩法、
呼吸法等を行い、その効果を個別に確認していきます。更に、感覚刺激が
有効な者には、ストレスボール等の感覚を刺激する道具を実際に使っても
らい、使用効果を確認してもらっています。各種リラクゼーションに対す
る好みや効果は、個別性があるため、必要に応じて、「個別相談」や「作業」
の中で、個別の状況にあわせて活用できるよう支援を行っています。また、
パネルで個別のスペースを確保した休憩室も設け、休憩時でのストレスの
配慮に留意しています。

＜休憩のための個別ルーム＞
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下記の例はリラクゼーションについて段階的に介入計画を立て、パニック
に対処した事例です。

＜プログラムで確認された状態像＞

　作業や就労セミナーの場面でパニックが頻発しました。パニックの時は、通常はで

きている簡単な計算や記入さえも出来なくなってしまいます。家庭や、内容的に自由

で緩やかな場所ではパニックは起こっていないようでしたが、高校や大学では大声で

叫んだりする等パニックがあり、休学したこともありました。

　個別相談では、本人は、「就職したら、指示の嵐だと思う。職場でパニックを起こさ

ないようにすることは自分の課題である。どうにかしていきたい。それにパニックは

身体的に疲れる。」と述べました。

  家庭ではパニックは見られていませんでしたが、学校とプログラムでパニックを起こ

していたことを考えると、今後、職業生活を営む中でもパニックを起こす可能性があ

りました。これは、作業にも影響を及ぼす上に、職場の対人関係にも影響する可能性

があるため、環境調整のあり方、対象者本人への個別スキルの付与が重要であると考

えられました。

　また、プログラムで確認されたパニックは次ページのとおりになります。
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■　プログラム中に観察されたパニック
日時 出来事 状況、隠れたストレス要

因と気分感情 身体や顔の表情、言語表出 身体的な兆候や本人の
訴え

　　　　
　

就労セミナー  
今日の一言 ｢我
が家の味噌汁の
作り方」

・ビリビリと資料を破る。 
・椅子より飛び上がる。 
・「はぁはぁ」とため息。 
・首を両手でおさえる。

｢味噌汁は嫌いだった。」

ジョブシャドー
イング

対人関係、履歴書、ジョ
ブシャドーイング

・壁に両手をつく。 
・｢2 階だ」と大声を出す。 
・脚を引きずる。 
・入る際にドアを触リ確認す
る。 
・｢ 目が見えません」

「プライベートな事を含
めて気がつかないうち
に頭を使いすぎている
感じ」

「昨日と違うも
のをやりましょ
うか。」｢作業
日報やりましょ
うか。」｢こち
らで決めましょ
うか。」という
ような指示

いつもと違い、別の指導
員の対応　　　　　　　
自分の意図と違う突然の
指示 ( 予定の変更）

・顔をイーとひきつらせる。　
・１分間外に出る。

遅れて作業に
入ったため、
｢13 時には来て
ください」と指
示

・遅れたこと　 
・作業前に対人的に問題
となっているWさんに
遭遇し、トイレで調節し
遅れる。

・外に飛び出す。 
・1 分くらいで戻り大声を出す。 
・｢一番早く来たのに、遅刻し
た事に納得できない。」その
後、座り両手を頭の両側にあ
て、脚を開き、頭を前にして ｢
意味ない！」と叫ぶ。

「左の視界が見えない。」

ＴＶゲームをし
た人が外部入力
から戻してすぐ
TV番組を見れ
るように指示

自分はミスしていないの
に指示される。イライラ
する。

・顔をイーとひきつらせる。机
をコツコツ叩く

「ゲームは元に戻してい
る」

100%できるかわからな
い。不安

・フロント前を行ったり来たり
する。

１００％できるかわか
らない

流れ作業の開始
後１５分

はじめての作業、初めて
の場所

・ぴょんぴょんと小さくジャン
プする。 
・顔をしかめる。

開始前「初めての作業
なので、不安です。」
「何でボールペン持って
いたんだろう。どうし
ていいかわからなくて。
持っていたのは知って
いたけれども。」「前半
は何をしているかわか
らなかった。」

ボールペン組立
て流れ作業の
休憩後 10 分後、
場所変え後

初めての場所 ・ぴょんぴょんと小さくジャン
プする。 
・足踏み 
・ストレッチで屈伸する。 
・口をちょっと突き出したよう
な表情
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＜介入計画＞
機能的なアセスメントを行い、認知行動療法を援用して、次のような介入計画を立てました。

 （１）リラクゼーション技能を併用した感情コントロールを計画

　感情コントロールについての１１ステップの計画を立てました。「個別相談」でこの表を
本人に示し、今どのステップにいるかを本人に示しながら実施することとしました。Ｓｔ
ｅｐ１の前の個別相談の中では「出来事－思考－感情」との関係についても話し合い、思
考と感情の区別についても練習をしました。

Step １ Step ２ Step ３ Step ４ Step ５ Step ６ Step ７ Step ８ Step ９ Step １０ Step １１

「幸せなこ
と」、「う
れしいこ
と」のマッ
ピングを
作る。

自分が
怒ってい
ることに
気がつく。
ストレス
に気づく。

「怒りの温
度計」を
作る。

「怒りの温
度計」で、
怒りのレ
ベルを出
来事に応
じてつけ
る練習を
する。

リラク
ゼーショ
ン技能の
リストを
作る。

落ち着い
ていると
きに、相
談の中で、
各種リラ
クゼーシ
ョンテク
ニックの
やり方を
体験して
みる。
( 毎日、1
回５～10
分、１～
２つのテ
クニック
を2～3回
やってみ
て体験し
てみる。）

「ストレス
の段階表」
を作る。

「ストレス
温度計」
を作る。

「ストレス
温度計」
の使い方
を知る。

「ストレス
温度計」
を使って、
落ち着い
ていると
きに、相
談の中で
練習して
みる。

「ストレス
温度計」
を持ち歩
いて、実
際のスト
レス状況
のときに
やってみ
る。

 
（２）プログラムスタッフの対応

プログラムスタッフ全員が本人に同じ対応を行うよう心がけました。
①変更がある場合のプライミング（事前の予告）実施。本人への選択機会の付与。
②「作業」や「就労場面」でパニックが起きても、休憩させない。作業等を続ける。スタッ
フは手伝いながら作業が続けられるように助ける。
③本人が「少し休ませていただけますか。」等と言えたときは、作業、就労セミナー実施中
でも休憩させる。
④Ｓｔｅｐ１１までの練習段階で、作業等の実際の場面で本人にストレスが生じていても、
このリラクゼーション技能を使うよう指示するのは控える。
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＜介入＞
  「作業」、「就労セミナー」の場面で、前ページの（２）の②と③を実施するとともに、「個

別相談」の場面で、リラクゼーションテクニックを併用した感情コントロールのスキル付

与を行いました。Ｓｔｅｐ６の各種リラクゼーションテクニックの練習は、個別相談室で

マンツーマンで、作業前の朝と午後の 15 ～ 30 分程度毎日実施しました。なお、これらの

リラクゼーション技能の練習は、必ず対象者が落ち着いてリラックスしている場面で行い

ました。

　プログラムのスタッフには、Ｓｔｅｐ１１までの練習段階で、実際の場面で本人にスト

レスが生じていても、このリラクゼーション技能を使うよう指示出しするのは控えるよう

周知を図りました。

Ｓｔｅｐ１　「幸せ」、「うれしいこと」のマッピング作成

  「幸せ」、「うれしいこと」について ､就労セミナーの問題解決技法で実施したマッピング

(P50) の技法を使って作成しました。幸せな感情や、うれしいという感情の理解を促しまし

た。また、これらを想起することによって気持ちが良くなることも体験しました。某県の

電車から見た風景や、小さい頃に見ていた汽車等を想起していました。

Ｓｔｅｐ２　「怒り」「ストレス」の理解

　パニック、怒り、ストレス場面について話し合いました。

 

Ｓｔｅｐ３  「ストレス温度計」の作成

　ストレス温度計という「ビジュアルアナログスケール」を作成し、怒りにはレベルがあ

ることを確認しました。怒りのレベルを、台風や、海、火山等に例えて、わかりやすく認

識ができるようにしました。「自分の怒りを例えると、熱や火のようなイメージがある。」

と本人は述べていました。

Ｓｔｅｐ４  「怒りの温度計」の怒りレベルと出来事

　最近、怒りを感じた場面を思い出し、どのレベルに該当するかを聞いていきました。

「元気ですか？おいしかったですか？と聞かれるとイライラすることがある。やろうとしてい

ることがあるのに、考えがごちゃこちゃになる。わずらわしい。レベルが３くらいに上がる。」
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「挨拶するときに足を動かしちゃったり、ちょっと言い方がおかしかったり、言いそびれ

たことがあると、たいしたことではないとわかっているけれども、手のひらをぐるんぐる

ん回したりしている。」等対象者に話をしてもらうようにしました。

　Ｓｔｅｐ４の初回の相談で対象者が挙げた怒りのレベルの出来事は図のとおりでした。

７～１０が「高レベル」、４～７が「中レベル」、１～４が「低レベル」というグルーピン

グも行いました。

怒りレベル８　・パニックになったとき。
・気になる人と会い、トイレで調整して  
いたら作業に遅刻したとき。

怒りレベル７　・社会的なモラルを欠いた出来事につい
て書かれた新聞記事を読んだとき。

怒りレベル５　・走っているときに、道を聞かれる。

怒りレベル３　・やろうとしていることがあるのに、「元
気ですか」、「食事おいしかったですか」
と聞かれる。

・様式で書く欄がなかったとき。

Ｓｔｅｐ５  リラクゼーション技能のリスト作成

　就労セミナーで実施したリラクゼーション技能や、個別のリラクゼーション技能につい

て、対象者と協力してリストを作成しました。このリラクゼーション技能も高レベル、中

レベル、低レベルとそれぞれグルーピングをして、対象者の意見を取り入れながら作成し

ました。ここでは、効果の有無は関係なく、Ｓｔｅｐ６で絞り込んでいきます。
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Ｓｔｅｐ６　リラクゼーション技能の練習

　作業の前、朝と午後の１５～３０分程度時間を取り（就労セミナーがある
時は、午後のみ実施）、個別相談室で相談しながらリラクゼーション技能の
リストに挙げた２～３技能を実施していきました。そして、やってみてどう
だったか感想を聞いていきました。
すべてやり終わった時点で、次のステップ７に移りました。
本人の感想は、次のようでした（一部を抜粋）。  

  【目をつぶってイメージ】
　電車から見た山並みの風景をイメージしています。「あー、夢みたいだ！」、
「夢の中だと ､遅刻しそうになっていたり、行き先を間違えていて焦る（け
れども夢と違い、今回はそんなことはなかった。）」

  【濡れタオル】
　タオルを温水で濡らし顔を拭いたりする。気持ちいい。疲れているときに
後頭部にシャワーを浴びると気持ちいい。首がこっていたみたい。コキコキ
いった。

ＳＴＥＰ６　記録表
1 2 3

月 ｐｍ 目をつぶりイメー
ジする

好きな詩を読む 静かな場所に移動
する

火 ａｍ 目をつぶりイメー
ジする

アドバイスを読む 静かな場所に移動
する

    ｐｍ 目をつぶりイメー
ジする

Break　Time を取
り、鼻歌

水 ｐｍ 濡れタオル ( 温） スポンジボール なわとび
木 ａｍ 濡れタオル ( 温） スポンジボール
    ｐｍ スポンジボール 好きな絵を描く
金 ｐｍ 絵を描く 濡れタオル（温） 顔や腰のゆすり
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  【静かにゆっくりと動く】

　大学のとき、5階にいきなり階段をあがったら、１３０から１６０に心拍があがって興

奮した。ゆっくり身体を動かすことが大切。歩くときは、ゆっくり大きく歩き、背筋を伸

ばし、体をゆらして微調整する。歌を歌うときも、声が出やすいように体を揺する。

  【アドバイスを読む】（このときは、本を読む）

　特定の部分を読んで『これは難しい。これができればいいんだけれども難しい。「どう

せ自分なんか」とか「理解してもらえないだろう。」とか思ってしまう。他の人は、自分

の範囲から出てもらえない。自分自身もそうだけれど。』

  【静かな場所に移動】（このときは、相談室へ行く）

　相談室に参考になる本があった。( メモしたものを）手帳に貼っておきたい。大学は静

かな場所がなくてつらかった。食堂とかでも何処に行ったらいいかわからなかった。鼻歌

を歌いたくなった。雪の中、自転車で郵便物を配達していたときに、辛くて、歌を歌ったら、

黒人が辛い中をゴスペルを歌ってささやかな幸せの一時を見つけていたのがわかったこと

が以前ある。歌は、ｉｐｏｄやウォークマンで聞かなくても自分の頭の中で音楽がまわる

から、問題ない。

  【スポンジボール】

　これはいいかもしれない。もっと大きな人形くらいのを抱くというのも良いかもしれない。



92

リストに挙げたすべてのリラクゼーション技能をやり終えた時点で対象者と話し合いまし

た。最終的に、次のようなリラクゼーション技能に絞込みました。

 

低レベルのストレス  
イメージする 
スポンジボールを握る 
好きな絵を描く 
飲み物を飲む 

  
中レベルのストレス  

Break　Time　静かな場所へ行く 
濡れタオル 
はげまされる言葉、好きな言葉、①読む、②書く 
好きな絵を描く 

  
高レベルのストレス  

Break　Time　話さず静かな場所へ行く 
歌を歌う 
身体の動き

Ｓｔｅｐ７　ストレスの段階表を作る

　今までの個別相談で、どのような出来事や場面でストレスが生じるかを階層表にしまし
た。下のほうがストレスが高いと感じられる状況となります。
　例えば、個別相談の中で「一方的に聞くのが辛いです。大学でも２０分ごとに席を立って、
階段の昇り降りをしたり、ジャンプしたりしました。でも、地面を踏み鳴らしているとき
は、更に興奮してしまうことがありました。頭がボーとします。」という訴えがありました。
その一つ一つについて、支援者もシングルフォーカス等の障害に関する知識を手がかりに
出来得る範囲で理解するよう心がけるとともに、そのストレスの度合いがどの程度なのか

を、対象者と一緒に比較検討していきます。このようにして出来上がったのが次の表です。
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＜ストレスの段階表＞

1 質問 何かしているときに質問されること。「元気ですか?」「おいしかった?」

2 指示 「ついでにこれやって」という指示

3 法則性 間違いがあるはずないのに、間違いがある。 法則が崩れている。

１、２、３、５・・・・・で「４」が抜けている。

4 ヒヤリ・ハット 作業して危うく間違えそうになった。

車で行くべきか、止まるべき迷ったけれども運良く行けた。

5 長時間の説明 長く説明を一方的に聞くこと

6 判断 決めかねている状況

7 「間違えた」 「間違えた」と考えたとき

「今の言葉遣いで間違ったかもしれない。」叱られなかったけれども 
ミスをしたとき

8 時間的余裕のな
さ＋指示 時間に余裕がなく、息を切らしているときに指示される

9 よくないニュース

10 しようとしている
＋指示 作業しようとしているときに「作業しなさい」と言われたとき

11 無 理 難 題 な 指
示、アドバイス 一般的なアドバイスを自分として無理難題と受けとめたとき。

12
やろうとしてい
たことと異なる
指示

やろうとしていた内容と異なる指示があったとき

13 準備内容の変更 慣れて、綿密に準備していたが、予告無しに急に変更があったとき。
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Ｓｔｅｐ 8　ストレス温度計：ビジュアルアナログスケールを作る

ストレス温度計

机を叩く
地面を踏み鳴らす
立ち上がる大声で叫ぶ
首を強く叩く

顔をしかめる
口を食いしばる
紙に力をこめて書き殴る
身体の調子（足首、等）の不調
身体がコチコチ

「まずい」「力が入ってきた」等の
言葉表出
「ふぅ～」とため息をする
軽いストレッチをする動作

Break　Time
・・話さず静かな場所へ行く
歌を歌う　( 個別エリア）
身体の動き ( 個別エリア等　

Break　Time
・・静かな場所へ行く
濡れたタオル ( 温ｏｒ冷）
はげまされる言葉､好きな言葉
読む、書く　( 個別エリア）
好きな絵を描く

イメージする
スポンジボールを握る
好きな絵を描く
飲み物を飲む

　

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

高

中

低
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Ｓｔｅｐ９  　ストレス温度計の使い方を知る

　Ｓｔｅｐ８のストレス温度計をもとに話合い・確認をします。ストレスの温度計の使い

方で練習すべきことは、自分のストレスがどのレベルなのかと、練習のときストレスを感

じたら、リラクゼーション技能を使うことについて話し合いで確認します。

Ｓｔｅｐ１０  ストレス温度計の練習

　ストレス温度計とストレス段階表を用意し、ストレス段階表で、どれをやるか本人に尋

ねて練習します。支援者が本人のストレスの兆候を見つけたら、なるべく早く「低の段階」

で、「ストレスレベルが今どの段階か」を本人に聞き、リラクゼーション技能を１つ選ば

せ実際に行います。

　ストレス段階表の１項目について、３日間連続で、落ち着いてるか、もしくは、うまく

リラクゼーション技能が使えるようになるまで続けます。1つの項目が終了したら、段階

表の別の項目も同様に行います。うまくできるようになったら、ストレスレベル確認の促

し等を与えるのを減らしていきます。

Ｓｔｅｐ１１　ストレス温度計を使う

　例えば作業机等目に付くところに置き、ストレスがかかった時に、本人がストレスレベ

ルを見つけ、リラクゼーション技能が使えるよう合図を送り、ストレス温度計が使えたら

誉めます。徐々に合図を減らし、自然に自分でできるようにします。
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（４）　作業手順書等マニュアル作成技能トレーニング（Manual Making 

　　　Skills Training）

　①　概要

　知的障害を伴わない発達障害者の方々の場合、個別的な状況があるため
一律ではないものの、周囲の力を借りつつ、ある程度自力で事象や論理を
構造化し、マニュアルを作れる者がいることが、当事者の自伝や手記など
で示されています。
　就労セミナーでは、実務や事務的な作業で一定のパターンがあるものに
ついて、周囲の力を借りつつ、手順書等の作成ができるよう知識付与と演
習を実施しています。具体的には、手順書の構成要素を説明し、簡易な作
業から手順書を作成する演習を段階的に行います。そして、最終的には、
実際の事業所で従業員が行っている作業を観察しながら、支援者と一緒に
手順書を作成します。更に、補助的に、グルーピング、スケジューリング、
絵や図の活用等、事象をわかりやすく整理する手法を個別の状況に応じ実
施しています。

②　作業手順書等マニュアル作成技能の実際

　（ａ）手順書の使用に慣れる 

　まず、作業手順書を使いながら作業を行うことを経験してもらいます。

　（ｂ）簡易な作業について手順書を作成

　３つ程度パターンのある作業について、普段行っている行動を想起した
り、実際に支援者が行ったりするのを見たりしながら、対象者に手順書を
作成してもらいます。（ P97 「①作業手順書を記入する前に指示する内容」、
「②作業手順書の書き方」）

　（ｃ）ふりかえり

　１つ１つの作業について、手順書作成後、対象者に各自手順書について
発表してもらい、自分の作成した手順書と見比べ、ふりかえりを行います。
その際、事業所に作業手順書が用意されていた場合は、その手順書に従う
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こと等の留意点も ( P98「③作業手順書記入後に提示する留意点」）、対象
者に伝えておきます。

＜①作業手順書を記入する前に提示する内容＞ 

手順書を作成する時は・・・
　

○　作業の手順・行動は時系列で書く。
○　短い文章で書く。
○　作業上のポイントを書く。
○　必要に応じて、図や表も書く。
○　あいまいな表現は、具体的にして書く
　　　（例：定期的に　→　６ヶ月ごとに）

＜②作業手順書の書き方＞
作業手順の書き方

作業は、いくつかの小さな行動単位（工程）からなっています。

作業の手順を小さな行動や工程に分けて、順番に並べてみましょう。

１　作業の手順を書いてみましょう

（１）カップ麺の例

Ⅰ．作業名　カップ麺
Ⅱ．使用機器・材料
Ⅲ．作業手順

（２）職業センターの食堂で、「Ａランチ」の４５０円の食券を買い、調理員へ出すところまでの手順を書いてみましょう

（３）「蛇口の組立て」の作業手順を書いてみましょう。
①蛇口を組み立てているのを観察します。
②実際に蛇口を組みててみます。
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＜③作業手順書記入後に提示する留意点＞

作業手順書を書く時の留意点

①　事業所に作業手順書やマニュアルがある場合には、その手順書やマ
ニュアルに従うこと。自分で勝手に作業の手順を変えるとミスが出
たり、効率が悪くなることがあります。

②　作業の手順の書き方は何通りもあります。
　・目的達成のために、必ずしも行わない小さな行動や工程を省く人も
います。

　・小さな行動や工程を細かくする人と大雑把にする人がいます。

③　具体的に作業の内容を知るようにしましょう。

④　固有の名称を知りましょう。その事業所で使っている作業の道具、
材料、部品の名前を知るようにしましょう。

⑤　観察しながら作成するときは、細かい動きについて作業している人
にインタビューして、各動作の目的を必要に応じて確認しましょう。

⑥　観察するだけでなく、実際に作業をやってみると書きやすくなりま
す。

⑦　上司や同僚、支援者に作業がうまくできるコツを聞くのも大切な方
法の 1つです。
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　（ｄ）やや複雑な作業について手順書を作成

　対象者が手順書作成の基本的な作成方法を理解した後に、今度は、実際
に自分で作成した作業手順書で作業をしてもらいます。ワークシステム・
サポートプログラムでは、レクリエーションの要素を取り入れつつ、作業
手順書作成の練習の一環で、クッキーの作成をしてもらっています。クッ
キーの作り方を示したビデオを見ながら各自手順書を作成後、それに基づ
いて作業を実施し、クッキー作成後、全体で振り返りを行いました。

　（ｅ）個別相談にてふりかえり

　その後必要に応じて、個別相談の中でセミナー中に挙がったポイントを
踏まえながら、本人の作成した手順書に加筆もしくは修正を加えます。

　（ｆ）ジョブシャドーイング

　ジョブシャドーイングを実施する中で、事業所の従業員の動きを見て手
順書作成をする経験をします (P102)。これも終了後に集団でお互いの手順
書を見比べて、対象者各自が使いやすいものを作成するよう促していきま
す。
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＜ジョブシャドーイング終了後に提示する手順書の基本的な構成及び作業の流れ＞

誰から指示を
受けるか

異常
緊急時

どれだけの量の作業か
どういう作業か
{５Ｗ１Ｈ いつ、 どこで、 
誰が、 何を、どうする？ }

終了・結果の報告
次に何をするのか

①指示

②作業予定・計画（ＰＬＡＮ）

③作業実施（ＤＯ）

④結果確認（ＳＥＥ）

⑤指示者に報告・相談

会社に作業手順書（マニュアル）がある場合は、まず会社の作業手順（マニュアル）を基本とする。

１　手順書の基本的な構成

作業手順書

ＷＨＹ（なぜ、その仕事をするのか）

ＷＨＡＴ（何をするのか）

ＨＯＷ　ＴＯ（手順）

２　作業の基本的な流れ
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③　実施上の主な注意点

　対象者の中には、手順書作成のスキルを身に付け、職場実習において、
事業所から「本人が作成した作業手順書は大変よくできている。この手順
書を是非、わが社において、新人教育に使わせてもらいたい」と言われる
ほど高く評価を受けた者もいます (P103)。
　逆に、書字が苦手であったり、重要なポイントが抜けた大雑把な手順書
になってしまったり、逆に工程以外の情報を忠実に手順書に盛り込もうと
して、本人自身がわかりにくい手順書になってしまった場合もあります。
　冒頭で述べたとおり、この就労セミナーは、各種技能すべてについて、
必ずしも対象者一人でできるようにすることを目的とはしていません。作
業手順書の作成についても同様に、手順書の作成過程や作業場面を通じて
見られる対象者ごとに違う個別性をアセスメントし、支援者がどのような
方法で支援をしていけばいいのか、対象者一人一人違う特性に対して、自
己管理が出来るようにするためには、どのようなスキルやフレームワーク
であれば有効に機能させることができるのか、単独でできるようになるの
か、又は支援者の助けを借りて有効に本人が活用できるのかを検討してい
くことを目的とします。
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＜対象者が作成したジョブシャドーイングマニュアル＞
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<職場実習の際、対象者が作成したマニュアル＞

実習作業マニュアル
１日の流れ
9:45出社～10:00ミーティング・作業開始～12:00 昼休み～
13:00 作業開始～15:00 作業終了
朝の出勤時
・元気よく挨拶して入室
・担当の○○さんから、名札を受け取り、左胸に取り付ける。
・ミーティングで状況を確認。
・作業指示書が手渡されるので、よく確認する。
・不明な点は曖昧にせず確認！
作業の準備
パソコンを起動～「Adobe Photoshop」を選択～「ＰＳＤ」フォルダを選
択～作業指示書に示されたスタジオの「自動受信」フォルダを選択～指定
された画像ファイルを選択
作業と利用するツール
・画像を呼び出したら、「虫眼鏡ツール（ズーム）」で１００パーセントに拡
大表示。
・画面右上から修正を開始し、左にカーソルボタンで移動しながら（カー
ソルバーは極力使用しない）進行する。
・左まで修正したら、右側カーソルバーをワンクリックして１段下へ。左か
ら右へ修正を進め、右まで完了したらまた１段下へ、これを繰り返す。
・画像のノイズの色・場所・大きさによって「修正ツール」と「スタンプツー
ル」を使い分ける。
・修正する面積によって、ツールのサイズを調節する。
・周りに色をにじませたくないときは、「ぼかし塗りタッチ」を使用。
・顔や衣装など、精密さを要求される部分は、画面をさらにズームして修
正する。
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・誤って修正してしまった場合は、直ちに「戻る」コマンドを実行する。
・ノイズの判別が困難な場合は、モニター上をボードで覆い、暗くしてよ
く見る。
・画面の最後まで修正したら、もう１度見直す。
・異常が無ければ、担当の方に確認していただく。
・修正完了の場合、「別名で保存」を選択、タイトルは変更せずファイル
形式を「Photoshop」に切り替え、「修正済み」フォルダに保存する。
注意すべき修正箇所
・じゅうたんの模様
・背景・グラデーション
「修正する・しない」の判別が出来ないなど、不明な場合は、遠慮せず担
当の方に確認を取ること!
・昼休みなどパソコンの前を離れるときは、フォトショップ画面を「最小化」
させること。
・質問があるときは、皆さんが作業に集中しているので、担当の方のそば
まで行き、うるさくない声でお願いすること。
・休憩やトイレなどで持ち場を離れる際、必ず一声知らせておくこと。
１日の作業終了後
・翌日の作業に備え、その日の疑問点はその日のうちに確認 !
・名札をパソコン脇に置き、パソコンをシャットダウン。
・しっかり挨拶をして退社！
・△△さん若しくは□□さんに１日の結果を報告。
心構えなど
・焦らないように。自分のペースと要求されるスピードを両立させ、ひと
つひとつコツコツ身に着けていく。
・失敗を恐れない、失敗したときはよく考えその後に反映する。
・分からない点は必ず確認を取ること!
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５　作業

ジョブシャドーイング
（ＪOＢ ＳＨＡＤＯＷＩＮＧ）

ＴＰワークサンプル クッキー作業、園芸作業等 職場実習
パソコン技能

　

　　

作業態度

作業環境

作業の目標管理
時間管理

作業遂行の
ミス軽減

代替補助ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
補助具、補助手段指 示

作業計画(PLAN）

作業遂行（DO)

作業結果の確認(SEE）

報 告

就労セミナー

個別相談 作　　業

①　概要

　作業は、総合センター研究部門で開発されたトータルパッケージのワー
クサンプルを活用するとともに、園芸作業、クッキー作業、集団作業等を
実施し、個々の状況に応じてパソコン等のスキル供与も行っています。ま
た、必要に応じて他の作業を設定し、職場実習やジョブシャドーイング等
実施しています。
　作業は一般的に「指示→作業計画（PLAN）→作業遂行（DO）→作
業結果の確認（SEE）→報告」という一連のサイクルからなっており、
個々の状況に応じて、そのサイクルが円滑化するよう支援していきます。

図 6　作業
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②　作業の実際

　作業の「指示→作業計画（PLAN）→作業遂行（DO）→作業結果の
確認（SEE）→報告」という一連のサイクルで、どのような視覚情報を
提示したら作業が正確かつ円滑に進むのか、円滑に作業できるスケジュー
リング等をアセスメントしながら、個別状況に応じた作業のシステムを構
築します。
　なお、本人に達成感が得られるよう配慮しつつ、環境面も含めた支援の
あり方等について、支援者と本人が一緒になって、見出していくようにし
ています。
（ａ）指示

　口頭指示や手順書、写真付きマニュアルによる指示等、指示の出し方を
試してアセスメントを行いつつ、本人に適した指示の出し方を見定めてい
きます。
　本人には、就労セミナーで学んだフレームワーク等を活用して、５Ｗ１
Ｈを念頭に指示の受け方や、不明点の質問方法等のスキル付与を行います。
指示理解が困難な場合は、どこで、何故困難なのかを見定めて、指示者の
指示の出し方を含め環境調整のあり方を検討していきます。

＜事例⑥　話の終わりが理解できない事例＞

　Ｅさんは指示を受ける場面で、指示を出し終える前にもう終了したと勘違いし、立ち上がる傾向

がありました。会話の流れを理解することが難しいとわかったため、本人と相談し、『相手が「こ

こで話は終わりです」と言ったら、相手の話に区切りがついたと理解する』という、ルールを支援

者との間で決めました。

　すると以後は、相談やそれ以外での場面での会話の最中に立ち上がってしまったりする行動が見

られなくなりました。
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　（ｂ）作業の計画

　システム手帳を活用したスケジューリングのスキルを付与し、朝礼や作
業で指示を受け、１日の予定や、作業スケジューリングを自分でできるよ
うに支援していきます。また、本人が立てたスケジュールや作業の計画を
やり遂げることで、達成感を感じられるよう支援を行います。
　（ｃ）作業の遂行

　どのような作業や職場環境が自分に向いているのか、本人にとって円滑
な作業方法等についての理解が深まるよう支援します。また、個別の状況
に応じてボイスレコーダー、デジカメ等代替補助テクノロジーや、手帳、
ルーラー等の道具を作業場面で使用できるよう支援を行っています。
　作業パターンが一定で、ルールが明確な作業の場合、個人差はあるもの
の、多くの対象者が難易度の高い作業もこなすことができました。同じ箇
所でつまづくことが観察されたら、何故つまづいているのかを分析し、そ
のための支援方法を仮説として考え、実際に作業の場面で支援していきな
がら、効果を確かめていくことが大切です。
　（ｄ）作業結果の確認

　作業結果の見直しの方法等を必要に応じて、検討していきます。
対象者の中には、ミスが出ることを極端に恐れる者がいたので、ミスが出
たときの作業面、感情面の両方の対処方法を考えていきます。
　（ｅ）指示者への報告

　就労セミナーの職場対人技能トレーニングの方法も援用しつつ、様々な
場面設定を個別状況にあわせて計画的に行います。指示者に報告を行う際
に、指示者が不在である場面や、指示する者が普段と違う場面等を計画的
に設定して、実施し、アセスメントしていきます。併せて、個別相談でも
スキル付与を行っていきます。
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＜事例⑦　作業についての理解が深められた事例＞

　Ｓさんは、作業の際に「作業指示を飛ばしてしまう」傾向がありました。また集団作業では、指

示を理解し記憶することが難しいようでした。これらに支援者が対応することになりました。

　これまでの作業では口頭指示が主でしたが、文字を読み取る能力については特に問題がなかった

ため、手順書を用意しました。最初手順書を使用することに抵抗感がありましたが、能力的には読

み取る能力は十分に備わっていることを伝えるとともに、本人の作業状況を支援者が観察した結果、

手がかりとなるツール（この場合は、手順を理解し記憶する手段として手順書）の使用が有効であ

ることを指摘することで、手順書使用にかかる抵抗感を少しずつ軽減していきました。

　その上で、作業を正確に進めるために、「指示理解→作業遂行→確認→報告」といった一連の流れ

を説明し本人に書きとってもらい（下記１）、作業の際にはそれを必ず参照することとしました。ま

た作業の区切りを意識いただくために、最も簡単な工程（記載されている一つ一つの工程）ごとに、

作業を実施するという流れを支援者と確認し進めることとしました。

　また、手順書の使用については、一工程ごとにチェックを行えば、作業の進捗状況を確認できる

メリットを説明した結果、手順書の使用による正確な作業工程の定着が可能となりました。

　この例では、本人の作業に対する問題点を相談で本人とともに考え、必要なツールである手順書

使用の有効性を確認し、作業場面で一番本人がやりやすいミニマムな課題から作業を行うことで自

信を深めることができた例と言えます。

＜本人が書き取った内容＞

作業の方法

①　　1 つの工程ごと声に出して読み、 指示を正確に把握する。

②　　作業する

③　　1 つの工程が終了したら、 確認しチェックボックスにチェックする

④　　指示者に報告する
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③　ジョブシャドーイング

  ジョブシャドーイングでは、対象者が実際の職場で従業員の後からあた
かも影のごとく付いて回って、どのような仕事をしているのか見学します。
そして、作業の様子を見た後に、従業員との質疑応答や意見交換の時間も
設け、実際に働いている従業員の生の声を聞くこととしています。
　ジョブシャドーイングは、ちょうど職場見学と職場実習の間に位置する
方法です。本人と事業所の負担が、職場実習と比較すると、時間的にも半
日から１日と軽いにもかかわらず、本人はより細かなことがわかるため、
ワークシステム・サポートプログラムでは、このジョブシャドーイングの
実施を試みています。　
　また、この際、必要に応じて、就労セミナーの「作業手順書等マニュア
ル作成技能」(P96) の作業手順書の作成も併せて行い、作業の手順をメモ
しながら仕事ぶりを観察するよう促しています。

＜事例⑧　就労経験がないが、 職場実習で自信をつけた事例＞

　Ａさんはデータ入力作業での就職希望があり、職場実習ではフォトショップやイラストレーター

等のソフトを使用した写真加工や簡単なチラシの製作を体験し、データ入力専用のコンピューター

を使用し、数字や英文の入力作業を行いました。Ａさんは就労経験が全くなかったため、今回は、

①働くということがどういうことが実際に体験してみる、②職場実習を通して自信をつける、の二

つを目的として、職場実習を実施しました。職場の担当者にその旨を説明し、最終日には本人に対

して肯定的なフィードバックをいただけるようお願いしました。

　短期間ではありましたが、Ａさんからは「今まで全くやったことがなかったので、働くというこ

とがどういうことなのか経験できてよかった」、「プログラム中の入退室の練習や、作業中に不備が

生じた場面ではすぐに指示をいただくということが生かせた」等、前向きな感想が聞かれました。

また事業所からは、「メモを積極的にとっていてやる気が感じられた」、「集中力があり、データ入

力の仕事に向いている」など、良い評価を頂きました。
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６　個別相談

 

　個別相談では、就労に関すること、プログラムに関すること、対人関係
に関すること、本人自身のこと等について相談を行うとともに、個別課題
に応じた対応策について、本人と話し合いを行っています。相談に当たっ
ては、個々の状況に応じて、受容的態度と共感、ロジカルシンキング＆コ
ミュニケーション、各種療法・ソーシャルスプリクト等技法の活用、フレー
ムワークの利用、図表等による視覚的提示法の活用、具体的内容や具体例
の提示等を心がけています。また、相談の際は、自己評価の低下について
も配慮しています。
　知的障害を伴わない自閉症、アスペルガー症候群等発達障害の方々は、
コミュニケーション上の特徴や個人差はありますが、基本的な会話は可能
です。本人が語る内面は、表面的に観察するだけでは思いもつかないこと
も少なくありません。ワークシステム・サポートプログラムでは、直接本

　

　　

受容的態度と共感

ロジカルシンキング＆
コミュニケーション

各種療法・ソーシャル
スプリクト等技法の活用

図表や絵等の視覚的提示法

具体的内容、例示フレームワークの利用

自分
他者
仕事

プログラム
日常生活等

＋
個別就労セミナー

就労セミナー

個別相談 作　　業

図７　個別相談
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人が語る内容についても重要と考えており、対象者の認知、思考や感情、
感覚鋭敏・鈍感性等も重視しています。
　個別相談の中では、いろいろなことを語ってくれます。そして、これら
の内容は、今後の環境調整や支援のあり方に対して、貴重なヒントを与え
てくれます。
　対象者の方々が支援者に話してくれた内容の一部を参考までに挙げま
す。彼らはとても大変な苦労や辛さを味わってきています。支援者は、障
害の基本的な知識を基に、その苦労や生きづらさを出来得る範囲で理解し
て、置かれている状況や本人の認知や体験の部分を把握していきます。

＜対象者から相談中にお話しいただいた内容＞

・「一方的に聞くのが辛いです。大学でも２０分ごとに席を立っていたりしま

した。階段の昇り降りをしたり、ジャンプしたりしました。でも、地面を

踏み鳴らしたりしているときは、更に興奮してしまうことがありました。

頭がボーとします。」

・「頭に引っかかっていることがあるとラジオ体操がうまくいかない。」

・「誰からも相手にされない。なんとか話題に加わろうとするが、ピンボケだっ

たり、余計な口出しだったりする。」

・「人の話を聞いていると、話の一部だけが聞こえて、そこを違うふうに言っ

ちゃうと話がかみあわない。」

・「白壁がうっすらセロハンのはったような色の固まりが見えることがある。」

・「罫線が多い文書だと、二重に重なって見えることもある。」

・「数字の桁も揃えるのが苦手で、自分で定規を用いることで、視覚的に補完

することができた。」

・「新聞記事では、急に見出しで核心に入るため、その文脈を捉えることが難

しい。」

・『擬態語がないと文章が読みにくい。例えば「洗面器を持ってきた」のみで

はなく、「ちゃぷちゃぷさせて、洗面器を持ってきた」という表現があっ

た方が理解がしやすい。』
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＜事例⑨　個別相談を行い、 出勤状況が改善した事例＞

　Mさんは、夜寝る前に日常の些細な出来事に悩み、過去の出来事の記憶と相まって整理がつかず、

睡眠不足となり、翌日ふらふらになって体調を崩してしまうことがしばしばありました。そのため、

個別相談において、夜寝る前の状況を絵や図を使って、本人と一緒に整理した上で、認知行動療法

をベースに、否定的な自動思考を整理しました。その結果、不安は軽減され、体調が悪くても出勤

できる日もでてきました。睡眠に関しても、リラクゼーション等に加えて、本人自身が睡眠マニュ

アルを作成し、その後のフォローを個別相談で行うことで改善していきました。

＜事例⑩　クッション言葉を用いられるようになった事例＞

　Ｔさんは自分が苦手な組立作業をするよう指導員から指示があった際、すかさず「やりたく

ありません」と答えてしまったり、他の受講生から元気の秘訣について尋ねられた際も、「そ

れについてはお話ししたくありません」と拒否してしまう等、自分の意思をストレートに伝

えてしまう特徴がありました。Ｔさんは単に事実を伝えただけで、悪気は全くないのです

が、このような断り方は良い印象を与えないため、個別相談時に手帳にはさめるサイズの資料

（P113）を用意して、相手に与える印象を説明しました。そして、よりよいコミュニケーショ

ンの方法として、クッション言葉を使用して、やんわりと断るようにした方がよいことを伝え

ました。さらに、作業中にも苦手な作業を頼む場面を意図的に設定して、実際の場面で使える

よう練習しました。Ｔさんも「教えてもらってとてもよかった」とのことで、意識的にクッ

ション言葉を使用するようになりました。
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  クッション言葉  　

何かをお願いするときやお断りするときなどに、
印象をやわらかくする働きがあります。

すみませんが

申し訳ありませんが

～使える場面～

●指示がよく聞こえなかった時

　　　「申し訳ありませんが、もう一度教えていただけますか？」
●仕事の指示を断らなければいけない時

　　　「申し訳ありませんが、急ぎの仕事がありますので、この
　　　仕事が終わってからでよろしいでしょうか？」
●次の作業指示を受ける時

　　　「すみませんが、次の作業指示をいただけますか？」
●人の前を通る時

　　　「すみませんが、前を失礼してもよろしいでしょうか？」

＜相手にぶっきらぼうな印象を与えてしまう言葉＞

「わかりません」　　「ありません」
「できません」　　　「やりたくありません」
「知りません」　　　「無理です」

　このような否定文を使うと、相手に対してぶしつけな印象を与
えてしまうことがあります。クッション言葉を使うことで、相手
の気分を害することなく、人あたりはずっとやわらかくなります。
クッション言葉をどんどん活用しましょう。
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自己紹介
　現在２０歳。生まれつき、原因不
明の発達障害（アスペルガー症候群）
を負っている。
　出身地の東京から現在の千葉に
引っ越し、幼稚園の高学年に昇級し
たころから、障害による行動の異常
が著しくなり、小学校入学のころを
境に、過酷ないじめを受けるように
なる。
　中学 1年生後半になると、学校環
境に対する不調和といじめのエスカ
レートにより、不登校を引き起こし、
中学 2年よりフリースクール通いの
日々となる。
　中学 3年のときには、午前中は中
学、午後はフリースクールというス
タイルの傍ら、高校受験に励むも失
敗、通信制高校の平日 5日通学コー
スへの進学が決定する。
　高校では、やはりいじめがあった
ものの、自分なりに充実した学校生
活となるよう努め、卒業。
　介護福祉専門学校に進学したが、

普段の授業や夏季の老人介護施設に
おける実習で、理想とかけ離れた介
護の業界の厳しい現実を目の当たり
にし、「私には人の命は預かれない」
と判断、秋に中途退学。
　その後、障害者手帳を取得しハ
ローワークの障害者雇用窓口に利用
登録、障害者であることを前提とし
た就職活動に乗り出す。
　翌年２～ 3 月、障害者職業セン
ターから民間のパソコン教室に委託
の「障害者パソコン講習」を受講・
修了、このスキルを活用し、4月、「マ
イクロソフト　オフィス　スペシャ
リスト・ワード」の資格を取得。
　同年 5月、20歳を迎え、これを機
に就職活動への取り組みが本格化。
　6月には、障害者職業センターか
らの紹介で、この「ワークシステム・
サポートプログラム」を受講するこ
とを決意し、スキル学習を積んだ上
での就職という方法が確立された。

コラム２ ： 当事者の声

「ワークシステム・サポートプログラム～職場実習について」
宮本新一郎（仮名）　
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プログラムを受けた経緯
　本格的に就職活動に乗り出した当
時、精神障害者の雇用率算定がまだ先
のことで、ハローワークで障害者向
け求人を見つけアタックしてみても、
精神障害者というだけで断られるな
どネックが多く、困難を極めていた。
　また、求人採用面接、職場での礼
儀作法、仕事への取り組み方・心構
え、トラブル発生時の対処法など、
未熟な部分が多数あり、暗中模索の
状態であった。
　そんなときに、ワークシステム・
サポートプログラムの話を聞いた私
は、「このプログラムでスキルと実
績を積めば、有効にステップアップ
できるかもしれない」と考え、受講
を決断したのであった。

プログラムを受けて役
立ったこと
　ワークシステム・サポートプログ
ラムは、「作業」「セミナー」「個別
相談による対応」の 3つの要素で成
り立ち、いずれも、受講者１人 1人
に担当の方がつき、受講者の経過や
特性を記録・フィードバックするよ

うになっていた。

　まず、作業については、私個人の
取り組み方として、「速さよりも正
確さを優先して作業をすることで、
ミスがなくなる。そうすれば、ミス
の訂正などで時間をロスすることが
なくなり、結果的に時間短縮・疲
労軽減につながる」という視点に立
ち、作業に臨んだ。担当の方からア
ドバイスも頂き、作業終了後に確認
見直しをしてから提出することも心
がけた。これらの結果、同じひとつ
の作業でも初期に見られたミスは作
業の回数を重ねるごとに解消されて
行き、所要時間も短縮されて行く傾
向が見られた。また、プログラム期
間後期には、「作業予定表」を使用、
まずその日の作業ごとの目標とする
所要時間･個数を計画して記入、更
に作業終了後に実際の所要時間と完
了した個数を記録、この双方を照ら
し合わせて、翌日以降の作業に反映
する方法を行った。これにより、前
述の「速さよりも正確さの優先によ
り結果的に時間短縮」が数値的デー
タで分かり、同時に私の作業能力の
把握にも役立った。
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　「セミナー」では、ビジネスに役
立つ知識、実際の企業の現場を想定
したロールプレイ･シミュレーショ
ンによる学習（例えば、残業を頼ま
れたとき･上司に作業完了を報告す
るとき・ミスを指摘されたときなど
に、どう応じるのがベストか）、業
務に不可欠といわれるマニュアルや
報告書の作成方法、トラブルやスト
レスへの対処法、さらに期間の最後
には採用面接の練習などを行い、い
ずれについても受講者同士で意見を
交換し合った。このセミナーでは、
私のすべての知識と人生経験を使
い、出来る限り意見や提案を出し、
他の受講者がセミナーで発揮した長
所をより多く見つけ、さらに、ロー
ルプレイでは、アルバイトの仕事や、
中学時代一時在籍していた演劇部で
の芝居の経験をフルに発揮した。
　このセミナーで、受講者同士で褒
め合い、学び合い、向上し合うこと
が出来、そこに担当スタッフの方々
からの指導･アドバイスを加味し、
それぞれの就業へ向けたベストな状
態が形成されて行った。
　一例としては、
・さまざまな場面で「失礼します」「あ

りがとうございます」「申し訳ござ
いません」といった一言が、対人関
係の「潤滑油」となるので、適宜活
用すると良い。
・話をする、聞く時は相手のほうに
体、顔を向け、まっすぐ見て相槌を
打ち肯きながら話を聞くのが基本。
この時、話が終わったら一言内容を
確認するのが確実。また、場面に
よっては相手のほうに少し体を傾け
る（福祉用語では「傾聴」）。
・「なにを・どのように・いつ・なぜ（理
由）・誰が･どの場所で」の要点をしっ
かり捉えて行動する。

・マニュアルや報告書といった書類
は、具体的に記述する。始まりから
終わりへの流れに沿って、方法だけ
でなく工夫点や注意点も記入する。
また、作業を重ねる過程で気づいた
点、変更点、新たな工夫箇所などが
発生した場合、マニュアルを適宜変
更したり、課題と解決法の報告書を
作成する。こういった書類の作成･
活用は、作業をスムーズにするだけ
でなく、同じ質問を何度も上司にし
てしまうなどのケアレスミスの回避
にもつながる。
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　この他、リラクゼーション講習で、
仕事に付き物の疲労･ストレスを軽
減･解消することを目的に、筋弛緩
法、つぼ刺激、体操、ストレッチを
グループで行い、その効果を実際に
体験した。これは、疲労回復だけで
なく、不眠症を抱えている私の健康
管理の参考ともなった。

　さらに、障害を抱えての就業とい
うことから、トラブル発生時などに
活用する目的で、「目的→計画･選択
肢→リスクを考慮したベストな選択
→実行前の試行→実行」という考え
方の「SOCCSS 法」を学習し、専
用のフォーマット用紙を併用し導入
された。私個人も何かのきっかけで
悩みを持ちやすい性質があるため、
後述の個別相談時や、プログラム
修了後及びプライベート面で、この
SOCCSS 法を活用したところ、何
を悩んでいるのか･何が目的で何を
やりたいのかが整理され、解決法の
導き出しがスムーズに行えるように
なった。
　個別相談では、プログラムを受け
ていてよいと思った点、困っている
点、健康状態、プライベートではど

うかなど、気がかりなことは遠慮な
く話してくださいと声をかけていた
だけたので、思っていることや困っ
ていることなどを素直に相談できた。

　プログラムに直接関係した悩み：
「作業に対するプレッシャー、同じ受
講者の方の目線が気になる、ずっと
作業と緊張が続き、さらに当時は夏
の盛りだった関係で猛暑が原因で疲
れている。」
　プログラムに間接的な関係を持
つ、健康状態についての悩み：「もと
もと不眠症の私が当時の夏季の猛暑
でなお夜眠れない、作業をしている
と体が火照り、頭が重たくなる。」
　その他：「プログラムとは直接関係
はないプライベートなことで悩み疲
れている。」という相談、このいずれ
も、毎朝受講者全員が記入･提出する
健康チェックカードと照らし合わせ
て、他のスタッフの方々とも連絡が
取られ、相談後の作業において、「体
調と相談しながら、無理をしないで
取り組みましょう」という結論とな
り、作業指導担当の方も作業に付き
添いながら私の体調に気を配ってく
ださった。そして、リラクゼーショ
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ン法や SOCCSS法を活用、悩み事の
内容を、図を書く要領で紙に整理し、
客観的な目で解決策をさがした。

　例えば、体の火照りに関しては、
冷水機で冷やしたタオルで顔や首筋
を拭くという方法をとったところ、
気分がすっきりし効果が認められた。
不眠症については、健康チェックカー
ドの「前日の睡眠時間」の項目の報
告を参考に、睡眠不足が作業に影響
すると判断された場合は医務室で仮
眠をとるなど応急処置を行い、リラ
クゼーション法の指導を受け帰宅後
実行、その日はぐっすり眠れたかを
後日報告という対策をとった。それ
により、不眠症そのものの解決では
なく、「夜眠れなくてもあわてない、
おそれることはない。無理に眠ろう
と力まなくていい。睡眠不足ならば、
バックアップがあるので大丈夫。」と
いう精神面の安心につながった。
　
　これらのことをプログラム期間を
通して学習し、最終日には「宮本さ
んはまだ２０歳で若く、いわば発展
途上です。ですから、１歩ずつ、あ
わてずゆっくりと、前に進んでいっ

てください。宮本さんには宮本さん
だけの就職への道があり、あなたの
ペースで進んでいけばいいのですか
ら。」と、反省会でスタッフの方か
ら声をかけていただけて、とても心
強く、「就職はあわてず、自分の調
子と相談しながら。就職とは企業側
とのご縁でもあるので、１回失敗し
てもあきらめないで。」という心構
えを教わることが出来た。そして、
「仕事をすることはこんなにも楽し
く、仕事に没頭していると疲れも忘
れている。」というすばらしい発見
があった。

職場実習に活かせたこと

　ワークシステム・サポートプログ
ラム修了後、障害者職業総合セン
ターに程近い場所にある、写真屋
チェーン店の本社での職場実習が決
定した。私の趣味のひとつにカメラ
（写真）があるのだが、ワークシス
テム・サポートプログラムの行き帰
りにこの写真屋チェーンの店舗によ
くフィルムを現像で出していた。そ
の会社が主催した写真コンクール
に、私が撮影した写真を応募したと
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ころ、最優秀賞に入選し、主催した
写真屋チェーン会社社長から表彰さ
れるということがあったのである。
　
　ワークシステム・サポートプロ
グラム修了後間もない日に、ハロー
ワークに出向き、障害者雇用窓口で
私の支援をしてくださっている安田
さん（仮名）に近況報告をして、今
後の進路について話し合った。その
時に私が何気なく、写真コンクール
の最優秀賞入選の話をしたところ、
安田さんは、「それはすごい。実は私
は、その写真屋チェーン会社（以下
「Ｓ社」とする）の人事部の関さん（仮
名）を良く知っています。それにＳ
社は障害者の雇用に熱心なところで
す。探してみましょう。」と言って、
Ｓ社の求人を検索してくれた。その
結果、画像処理ソフトを使用し、全
国のＳ社のスタジオで撮影された画
像（七五三、成人式など）を修正す
る仕事の求人が見つかった。

　安田さんと、地域障害者職業セン
ターで私の支援を担当している山本
さん（仮名）が共同で、Ｓ社側に交
渉してくださった結果、2005 年 10

月に面接を行うことになった。

　面接本番、「緊張するなといって
は、かえってこわばってしまいます
から、いつもの宮本さんでがんばっ
てください。」と、同行してくださっ
た安田さんと山本さんから声をかけ
ていただけた。

　ワークシステム・サポートプログラ
ムでの面接練習では良く出来た私だっ
たので、この本番もしっかりやるぞと
気負いこんだものの、いざＳ社のオフィ
スに入ると、カチンコチンに緊張して
しまい、面接中は終始、ぎこちなく、
面接官だった関さんたちの質問が呑み
込めず、何度も聞き返してしまったり、
まったく的外れな回答をしてしまった
りということもあった。面接が終わり、
外に出たときは、私はすっかりしおれ
てしまっていたのだが、安田さんが「面
接で緊張しない人は誰一人いません。
それでも採用されている人はたくさん
いるのですから、自信を持ってくださ
い。」と励ましてくださった。

　そこで思い出したのが、ワークシ
ステム・サポートプログラムでの面
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接練習のときのことである。
　他の受講生の皆さんは、みんな緊
張してぎこちない感じだったし、私
自身も知らず知らずのうちに早口に
なっていたそうである。
　そこからまず分かるのは、面接は
その人の就職を決める大事なことだ
から、誰もが緊張してぎこちなくな
る。それを気にしていては、きりが
ないということである。
　事実、面接の結果は、「残念なが
ら現在従業員の数は足りているの
で、採用となるかは未定ですが、
2006 年 1 月に実習については受け
入れます。」と、ひとまずクリアと
なったわけである。

　まず初めにワークシステム・サ
ポートプログラムから活かされた点
は、この「面接は誰もが緊張するもの。
ぎこちなくなっても、それで即座に
不採用になるわけではない。面接は、
表面的な受け答えだけではない、そ
の人の中身を見るものである。」とい
うことである。そこから導き出され
るのは、「1社不採用になってもくじ
けない。世の中に企業は膨大な数が
存在する。だから落ち着いて 1社ず

つ臨んで行けば、自然に面接にも慣
れてくる。」という、ワークシステム・
サポートプログラムでの私の担当者
の方からの言葉である。

　2006年1月10日から、20日までの、
実質 9日の実習の初日、私は元気良
く「はじめまして。今日から実習で
お世話になります、宮本です。どう
ぞよろしくお願いします。」と挨拶
した。実習を行うオフィスの皆さん
は、好意をもって迎えてくださった。
　そして、ワークシステム・サポー
トプログラムでは挨拶がしっかりし
ている点に定評があった私は、実習
中しっかりした挨拶を心がけた。

例
作業内容で質問があるとき：必ず担
当の方の近くまで行ってから、相手
の状況を見計らって「質問があるの
ですが、よろしいでしょうか？」
作業指示を受ける→完了し提出する：
「次の作業をお願いいたします。」→
「お待たせいたしました。作業が完了
しました。次の作業をお願いします。」
休憩やトイレなどで席を立つ：「失
礼いたします。トイレに行きたいの
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ですが（休憩をとりたいのですが）、
よろしいでしょうか？」
休憩が終わり持ち場に戻る：「ただ
いま戻りました。作業に入ります。」
1 日の作業が完了後：「ありがとう
ございました。お疲れ様です。」→「お
先に失礼いたします。」

　このように細かくはっきりした挨
拶を心がけた結果、実習評価はかな
り高くなった。この点については、
ワークシステム・サポートプログラ
ムの期間中心がけていた点をそのま
ま活用できた。

　次に、私は、画像修正処理の作業
の過程で、実習とはいえ、実際にお
客様からお預かりし修正して、お届
けする「商品」を担当した関係で、「画
像のこの部分は修正するか・しない
か」などの重要な点は、自分１人で
判断したり曖昧にすることなく、職
場で私の指導を担当していた社員・
林さん（仮名）に質問、確認を取り、
メモを取った。
　
　そしてその内容は、ワークシステ
ム・サポートプログラムで学習した

「マニュアルと報告書の作成方法」を
参考に、まず１日目完了・帰宅後「実
習作業マニュアル」に、「１日の流れ」
とともにまとめた。このマニュアルは、
私が毎日実習に携行し、わからなく
なったときなどに読んで確認をした
ほか、林さんにも提出した。ただ単に
作業ミスを防ぐことが出来ただけで
なく、林さんに同じことを何度も質
問してしまうなどのミスも防ぐなど、
実習作業全体をスムーズにした。
　更に、実習の最後には、作業をし
ていて気づいた点（画像修正の注意
点など）・実習中の体調不良などに
どう対処したかといった点をまとめ
た報告書「実習で見られた課題と改
良・解決法」（P103）を作成、林さ
んにも提出した。

　これら２種類のマニュアルと報告
書は、林さんからも高く評価され、
「分かりやすくてよいです。今後新
人さんが入ってきたときは、ぜひ使
わせていただきます。」と声をかけ
ていただけた。

　作業のマニュアルと報告書の作成
と活用・管理は、作業をスムーズか
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つ正確にし、自分より後に入ってく
る人の役にも立つのである。

　作業全体は、このマニュアルやそ
の時その時に気づいた点をもとに、
ワークシステム・サポートプログラ
ム同様「速さよりも正確さを優先」
した作業を行った。その結果、やは
り時間短縮が実現された。

　実習中の健康管理については、
ワークシステム・サポートプログラ
ム受講の頃と比較して、大きな進歩
が見られた。
　まず、実習３～５日目あたりで、
朝の出勤途中や昼休みに気分が悪く
なり、駅や職場のビルのトイレで嘔
吐してしまうということがあった。
　しかし、私は、嘔吐してしまうと
いう状態でも、何らかの処置を施し、
Ｓ社側の林さんと障害者職業セン
ター側の山本さんに報告した上で、
実習中１日も、欠勤・遅刻・早退を
することなく、最後までやり抜いた
のである。そして、地元のクリニッ
クで診察を受けたところ、「仕事始
めの緊張が原因」と診断され、処方
された吐き気止めの薬を飲むように

した結果、気分が悪くなり嘔吐、と
いうことはなくなった。
　また、実習の職場は、商品の写真
がいたまないよう常に乾燥状態が保
たれ、そこにコンピューターや写真
引き伸ばしラボなどの排熱がたまる
ため、空気が悪くなってしまう。そ
の環境で長時間コンピューターの前
に座って作業が続くため、どうし
ても頭が重たくなったり、気分が
悪くなってしまう。そのため、飲み
物・ミントタブレットの持ち込みや
目薬の使用、作業に支障をきたさな
い範囲の休憩は許可されていた。私
も、林さんの許可を得た上で、トイ
レに行くついでに体を動かしたり、
オフィスと同じ階にある「リフレッ
シュルーム」でコーヒーを買って飲
み一息つくなどした。また、これも
ワークシステム・サポートプログラ
ム同様、水で冷やしたタオルで顔や
首筋を拭くという方法で、疲れを取
ることが出来た。

　これらのように、体調不良の状態
にあっても、さまざまな工夫を施し、
欠勤など一切なく実習を修了できた
ことには、学生時代からワークシス
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テム・サポートプログラム受講の頃
まで、何かと休みがちだった私自身
の欠点を克服したかったという理由
がある。ちょっとした体調不良や、
更にはプライベートな悩み事で、朝
ぐずぐずしてしまい、遅刻や欠席を
繰り返していたのだが、「このまま
では進歩しない！！」と悟り、今回
の職場実習ではあらゆる工夫や手段
を活用し、実習期間は実質９日間で
あったが、最後まで「皆勤」出来た
のである。

　この点は、林さんや山本さん、更
にはワークシステム・サポートプロ
グラム側の担当の方々からも大きく
評価された。この要領で、本格的な
就職後も、簡単には欠勤することな
く頑張りたいと思っている。

　１月２０日の実習最終日、作業完了
後に、私と山本さん、Ｓ社側の関さん
と画像処理作業のチーフ・木下さん（仮
名）とで、打ち合わせが行われた。

　林さんや、関さん、木下さんから
は「宮本さんは、作業をのみ込むの
が下手な新米社員より速い。新人さ

んで、何度も同じ質問をする人がい
るのだが、宮本さんは一度聞いたら
ちゃんと自分の腕として定着させて
いた。作業自体も、速さ・正確さと
もにまったく問題ない。」と評価し
ていただけた。そしてその上で、「今
の時期、当社は一番暇な時期ですが、
春になると俄然忙しくなります。も
し春に求人を出すことになれば、ぜ
ひ応募してください。」と声をかけ
ていただけた。

　３月１日現在、Ｓ社側から職業セ
ンターの山本さんを経由して採用面
接の決定連絡が入るのを待ちなが
ら、次のステップへ向けての充電期
間を送っている。Ｓ社から連絡が入
れば、山本さんの協力を得て面接の
練習も行う。

あとがき
　ワークシステム・サポートプログ
ラム～職場実習と、経験を積んできて、
私がこの頃実感するのは、「努力は人
を裏切らない」ということである。

　今後は、望みを言えば、職場実習
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をしたのと同じＳ社の画像処理作業
の職場に、春に控えた面接で採用さ
れたいと思う。そのために、事前の
面接の練習を行い、そこに実習での
評価をプラスして、万全の態勢で臨
みたい。

　また、Ｓ社に採用されなかった場
合でも、くじけずに、何社でもアタッ
クして行きたい。何しろ「努力は人
を裏切らない」なのだから。

　ここまで頑張れて、またこれから
先に希望が持てるのは、２１年間の
苦しかった人生が努力の糧になって
いることが、理由のひとつである。

　そして、ワークシステム・サポー
トプログラムと、その受講生仲間の
皆さん、そしてスタッフの皆さんの
おかげである。
　ワークシステム・サポートプログ
ラムに今後望むものとして、
•　精神面にハンディを負っている
人は、たいてい不眠症を抱えて
いる。そのため、セミナーやリ
ラクゼーション講習に、「不眠
症への対処」を本格的に組み込

んでいただきたい。
•　私（宮本）の職場実習での経験を
もとに、「出勤途中や勤務中の体
調不良にどう対処するか」とい
う意見交換の場を設けていただ
きたい。

•　私が実際に経験した、「速さより
も正確さを優先した作業により、
結果的に時間短縮と疲労軽減が
実現される」ということを、ぜひ
受講生の皆さんに教えていただ
きたい。

　私の努力と、皆さんのご協力の両
方により、私の就職活動の環境は格
段に改善された。

　障害者職業総合センター及びワー
クシステム・サポートプログラムの
皆さん、地域障害者職業センターの
皆さん、Ｓ社の皆さん、そして私の
家族と親戚の皆さんに、この場を借
りてお礼申し上げます。

２００６年３月１日
宮本新一郎
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参考　海外における情報収集について

　当プログラムを構築するに当たっては、文化的背景を考慮に入れつつ
も、効果が確認された技法を組み入れて実施すべきと考えており、アスペ
ルガー症候群等特殊教育分野で著名なカンザス大学教育学部特殊教育学科
や、英国自閉症協会等を訪問し、技法に関する情報収集を行いました。

＜プログラムの意見交換の際に使用した資料＞
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　ここでは英国の発達障害者の方々に対する就労支援で先駆的な取組みを
行っている２施設について、ご紹介します。

●プロスペクツ（Prospects）

　プロスペクツは、英国自閉症協会が運営している就労支援施設です。　
以下にその概要をご紹介します。
①　プロスペクツの対象者・就職状況等

　対象者は、一般就労への希望のある高機能自閉症、アスペルガー症候群
を有する方々が中心で、対象者の年齢は 16 ～ 60 歳にわたり、平均年齢は
29 歳でした。事業開始より現在まで４カ所のプロスペクツ全体で、250 人
が事業の対象となり、就職率は約 67％です。
　また、1995 年に就職した 19 名を例にとると、現在まで継続している事
例が 11 名であり、約 60％弱の定着率を示しています。
　就職先は、官庁等での事務（50％）、金融業（15％）、小売業（11％）、倉庫・
在庫管理業（９％）、造園業・IT関連（２％）、他に航空業等多岐に渡っ
ています。ゴールドマンサックス、Marks&Spencer、英国航空、BBC、
等の大企業への就職者も多く見受けられます。
　なお、対象者が担当する職務は、対人接触や業務の急な変化が少ない定
型業務が主であるとのことでした。

②　プログラムの目標　
　目標は下記のとおりです。
イ　高機能自閉症、アスペルガー症候群の障害特性を個々のケースに応　
じ、把握する

ロ　言語もしくは非言語のいずれの有効なコミュニケーションの習得
ハ　感情のコントロールの習得
ニ　求職活動のスキルの習得
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　③　プログラムの概要

　SPELL（① Structure< 構造化：明確で一貫性のある環境 >、②
Positive< ポジティブ：肯定的な対応と適切な期待>、③ Empathy< 共感：
対象者が有する独特な理解方法への共感>、④ Low Arousal< 興奮させな
い：ストレスを招く感覚刺激の低減 >、⑤ Links< リンク：家族や地域資
源との連携>）を基本に、12 ～ 18 週間のプログラムを、実施しています。
　プロスペクツの支援は、就労に対する基本的な知識の付与、コミュニケー
ションスキルの現状、思考・感情・興味の状況、感覚特性、履歴書の作成
や面接スキル等の就職時のスキルについて詳細なアセスメントを行うこと
を非常に重要視しています。
　これらのアセスメントに基づき、個々の対象者に応じた指導方法を模索
していきます。アセスメントに基づく指導を確実に行った上で、作業指導
を行った方が効果を期待できるとのことでした。
　プログラムは下記の段階を経て、実施されます。

 ●　プログラムの手続き

プログラムの参加にあたっては、目的やルールを明記した書式を配布し、
一つ一つの事項について理解を促します。そして対象者の理解が得られた
事項を、支援者・対象者双方で書面で確認するとともに、対象者のサイン
もその書式に入れる形となっています。このいわば ”契約書”に基づく同
意により、プログラムが進められていきます。
　さらにこの書式は、発達障害を有する方とのコミュニケーションであり
がちな、”すれ違い”、”意味のとり違い”を防いでくれる役割も果たしてい
ます。
　相談でのコミュニケーションは基本的には聴覚言語を用いていますが、
自閉症スペクトラム障害を有する方の中には、そのコミュニケーションの
流れを踏まえて会話や言葉の意味を的確に捉えることが苦手な方も存在す
るからです。
　さらに、個々の対象者に現況について、別途シートに記入し、同定しま
す。この記入により、今後のアセスメントが円滑に進むように、様々な情
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報が網羅できるようになっています。
　次に 3段階あるプログラムのうち初期の「個別開発プログラム」の詳細
をご紹介します。

●　個別開発プログラム（初期４週間程度）

   ６つのモジュールを小グループで実施しつつ、詳細なアセスメントを
行っています。 
①  障害に対する理解（Disability Awareness）
②　個人プロフィールの作成と ( グループ及び支援者との）信頼関係の構
　　築 (Personal Profile and Confidence Building)
③　職業選択 (Occupational Choice)
④　働く上で適切な態度と行動 (Work attitude and Behavior)
⑤  コミュニケーションスキル (Communication skills)
⑥　面接スキル (Interview skills)
　※　以上の支援と併せて、支援者と１：１のカウンセリングを実施

　個別開発プログラムは、１つのモジュールについて、20 分の休憩をは
さみ約３時間程度の時間を要するとのことでした。また、１：１の個別対
応のカウンセリングは、対象者に合わせ約１時間半～３時間のセッティン
グを行っています。
　使用するテキストは多岐にわたっていますが、リーフレット等により以
下のモジュールにおける開発結果が凝縮されています。これらのリーフ
レットは表現が簡潔で的確であり、対象者が理解しやすい構成になってい
ます。

①  障害に対する理解（Disability Awareness）

　自閉症、アスペルガー症候群の基本的な障害特性の理解を促すとともに、
職場環境で現れる問題について、グループワークや講義で情報提供し、さ
らにカウンセリングで個々の障害特性を精査し、対象者にフィードバック
していきます。
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②　個人プロフィールの作成と ( グループ及び支援者との）信頼関係の　

　　構築 (Personal Profile and Confidence Building)

　①で対象者にフィードバックした内容に基づき、これをプロフィール化
します。これが後々の支援で最も重要な基礎資料となります。感覚特性や
二次障害の有無、認知や思考の特性など、対象者と支援者でコンセンサス
が出来たところを主体に作成していきます。

③　職業選択 (Occupational Choice)

　 「職業選択」については、対象者の、強みと弱み、資格の有無や獲得さ
れているスキルのレベル、過去の経験を踏まえ、就労可能地域・時間等に
ついて現実的に検討していきます。
　過去の支援経過から、可能職種としては、行政事務、研究、IT、金融
業等が挙げられます。さらに職務内容の性質としては、手順がルーティン
化されたもので、成果の正誤が明瞭に判断でき、コミュニケーションを要
することが少ないものが、対象者の円滑な適応が期待できるとのことでし
た。

④　働く上で適切な態度と行動 (Work attitude and Behaviour)

  働く環境の暗黙のルールや身に付けるべき行動について、講義やロール
プレイを実施します。

⑤  コミュニケーションスキル (Communication Skills)

　言語、非言語のいずれかの有効なコミュニケーションスキルを評価し、
その上で、職場で必要なスキルを討議し、ロールプレイ等を実践していき
ます。
　まず、①なぜ、職場の中でそのスキルが必要なのか、②対象者自身これ
までの経験から何が困っているのか、を支援者と対象者の間で共有し、次
段階で③身に付けるべきスキルを同定し、今後のストラテジーを立案して
いきます。主な技法としては、ロールプレイを実践しています。
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⑥　面接スキル (Interview skills)

　就職時の面接が円滑に可能となるように、知識を付与します。また、Ｄ
ＤＡ（Disability Discrimination Act 障害者差別禁止法）等で保障されて
いる権利も含め、情報提供を行っています。
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●アスピア（ASpir）

①　施設の概要

  アスピアは、当事者団体である中西部自閉症協会（autism.west 
midlands）が４年前に設立しており、アスペルガー症候群を有する方を対
象とした就労支援施設です。
　アスピアの就労支援プログラムは、まず団体内に 10 人のメンバーから
なるパイロットプロジェクトによりスケルトンをつくり、これについて当
事者の意見を聴取しています。そして、さらに外部の専門家を招聘しプロ
グラムを練っている経緯に特徴があります。
　その後 2002 年～ 2003 年に試験的な運用を行い、その後 2004 年より
ジョブセンタープラス（jobcentreplus）のワークプリパレーション（Work 
Preparation) を３年契約で受託しました。

②　プログラムの概要

　現在のプログラムの構成は、前述したプロスペクツ（Prospects）と大
きな違いはありません。
　しかし、着目すべきは対象者へのインタビューシートの多様さ・有効性
と、対象者への説明資料が非常に分かりやすい点です。
  133 頁以降に抜粋して資料を挙げますが、障害特性をひと目で明瞭に理
解できる資料でした。
　図１は、中核に感覚特性による課題（Sensory Issues）をおき、障害特
性の３つ組みを＜社会性（Social Interaction）、Communication（コミュ
ニケーション）、想像力・思考の柔軟さ（Imagination ／ Flexibility of 
thought）＞、トライアングルで表して視覚的に理解しやすいように配慮
しており、さらにそのトライアングルの周囲を、以上の障害特性から生じ
る不安（Anxiety）が円を描いてとりまき、二次障害を表現しています。
　対象者やご家族の障害理解・受容にも非常に有効であるとのことでした。
図２、図３、図４は、社会性、コミュニケーション、想像力のそれぞれに
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ついて、個々の対象者が感じている課題や、関係する問題について平易な
文面で表現しています。対象者はこれを選択するだけでよく、会話が苦手
な方にとっては、チェックが大変容易になります。また会話が非常に流暢
ですが話の方向性がずれたり、婉曲な表現を多用したり ､会話が長い方に
対しては、これを用いることで、インタビューの時間も短縮でき、支援者
側にもメリットがあります。
  さらに、対象者の特性をこのようなシートで同定するため、発達障害の
初期アセスメントでの面接に起こりがちな、対象者の発言を支援者が誤解
することも防止できます。
　また、対象者自身が誤った自己イメージを抱いている場合に、その後支
援者が障害受容を促していく１つの資料となりえます。
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＜図１＞



134

＜図２＞
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＜図３＞
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＜図４＞
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　前項の資料は、初期評価で用いるインタビューシートの 1部だが、雇用
されるために必要なスキルのそれぞれについて、具体的な選択肢を挙げ、
必要な支援の程度を同定するものであり、アスペルガー症候群の方々の特
性に配慮しながら、対象者用の資料を非常に平易に構成しています。
　さらに、初期のアセスメント結果をまとめ、対象者に提示する今後のプ
ログラムの計画も、対象者の特性、目標等、紙面に十分なスペースや行間
をとり、見やすく簡潔に作成しています。

　なお、初期のアセスメントを行う上での留意点として、下記の２点を挙
げられました。
①　趣味の話がでれば、その詳細を把握し、アセスメントに生かすこと

②　好きなこと・嫌いなことや、できること・できないことを同定させる

　　こと

　①については、英国のアスペルガー症候群の方々も、電車やバス、飛行
機、歴史等、個々の対象者一人一人に多様で特有な趣味を持ち、熱意を持っ
て取り組んでいるとのことでした。この話をうまく聴取することで、その
方の思考のステップ・偏り等が理解できるとのことでした。また、一分野
で非常な才能を開花させる方もおり、事前に聴取することで、能力評価の
初期アセスメントが可能となるとのことでした。
　②については、興味・能力の把握とともに、選択能力（Choice Making）
を推し量れるメリットがあるとのことでした。
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